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はじめに 

 

 「言葉」とは許容範囲の曖昧な、流動性のある、しかし可能性に満ちた「音」である。ど

の国にも音声学としての基準はあるものの、実際の日常会話において話し言葉の癖や、語尾

の処理の音声が人それぞれに違っているように、人間は例え同じ国籍、同じ民族だからとい

って同じように話すことは有り得ないのである。言葉を扱う歌手もまた、同じ曲を歌っても

誰一人として同じにはならず、言葉の扱い方は楽譜に特別に指示ある場合を除いてその多

くが歌手の教養と感性に委ねられてきた。 

 

本論文はその「言葉」に対してどのようなアプローチが出来るのかを研究し、日本人歌手

がどのようにロシア歌曲に向き合っていくべきかを模索したものである。この題目に行き

着いたのには、ある日、母国語である日本歌曲が様々な歌手によって歌われるのを聴いた事

が背景にある。日本人が歌う日本歌曲を聴いていると、例えば鼻濁音を必要がないと考える

歌手や、逆にそれを全てにつける歌手、深くこもった歌唱で歌詞が聞き取れない歌手、また、

言葉を丁寧に聞かせようとして一つ一つしっかり発音を作った結果、単語や文章の大きな

ラインを伝えていない歌手など、様々な演奏家たちの試行錯誤を目の当たりにし、言葉を扱

う演奏家の険しい壁を感じた。それらの特徴的な歌唱法が歌唱芸術としてふさわしいか否

かを言いたいのではない。それが歌手の意図したことであるならば、曖昧で流動性のある

「言葉」を扱っている以上、様々な捕らえ方をされていくのは必然であるし、その先に良い

演奏効果が生まれる事もある。しかし、こちらが一生懸命聴いていても何かが伝わらない、

言葉に対して現実味のない歌唱を聞くと、歌手という職業は、どこかで他人事のような歌詞

を口から羅列させるだけの存在なのかと錯覚してしまう時もある。 

 

だが筆者は、頬や唇を動かさずに平面的に話すと言われている日本語であっても、歌の中

では言葉の濃さも出せるし、その工夫によって様々な情感を表す事が可能になると考えて

いる。音程によって、また場面によって発語の方法、温度感、方向を選ぶことで、より聴き

手の心にダイレクトに訴える事の出来る、肉厚な芸術となり得るだろう。そして延
ひ

いては、

その技術は先人の名手たちの録音に溢れたこの時代において、生きた演奏家が聴衆の前で

演奏することの大きな意義に繋がるように感じるのだ。 

 



他にもこの題目にした背景には、歌曲の音声を追求するのに、その歌曲の言語を母国語と

する者よりも、外国語話者が研究する方が客観的に言葉の音を聞き分けられるという点で

適しているのではないかとの想いもある。母国語が演奏家にとって油断しやすい例という

のは上記の通りであるが、実際、韓国人やドイツ人が来日コンサート等のアンコールで日本

歌曲をとんでもなく素晴らしく歌うのに度肝を抜かれた事もある。日常会話がどんなに流

暢に操れていたとしても、そうした音楽的な言葉の音声を求めていなければ芸術にはなら

ないのである。 

 

歌手にとって言葉をどう表現と結びつけていくかは、自身の感性や品格、作品の質に大き

く関わる問題であり、演奏家は常により高い水準を目指して耳と技術、センスを磨いていか

ねばならない。ロシアの場合は、最も話し言葉と歌唱の発音の差が出やすいものに、Е е  

「ィエ」が挙げられる。この音は現代の話し言葉では、アクセント位置にない場合に[jɪ]「ィ

イ、もしくはイェ」と発音しているが、クラシック歌曲の場合、[jɛ]「ィエ」としっかり開

けた音色が好まれる傾向があり、これは尖った発音を避け、音色の幅を広げるのに効果的で

ある故と推測される。伊東一郎著『ラフマーニノフ歌曲歌詞対訳全集』の中の「歌唱のため

のロシア語の発音」の一節には「アクセントの前の、e,я は弱い「イェ」［jɪ, ɪ］のように発

音する。」「ただし，歌唱の際この規則は必ずしも守られない。1」とされており、曖昧なも

のとして今まで実践を重ねてきた。本論文ではそうした何となく感覚によって発音されて

きた多くの部分を見つめなおし、≪風刺（過去の情景）≫の魅力に迫るものである。 

 

取り上げる歌曲集≪風刺（過去の情景）≫Op.109 は、ロシア人の本質的な性格が色濃く

現れたショスタコーヴィチの芸術作品である。筆者にとってこの歌曲集は、風刺を楽しむ国

民性への、作曲家の愛着が感じられる所や、作品が聴衆と同じ土壌の上に存在し、詩を見据

えているように感じるという点で、ラフマニノフやプロコフィエフ等とは違う特別な位置

づけにある。 

例えばラフマニノフの歌曲はしばしば音楽が詩を飛び越えてしまって、聴き手を彼の音

の世界へと陶酔させるような歌曲が多いのに対し、そこから 50 年程経ったショスタコーヴ

ィチの歌曲は、音楽によって詩の世界が疎かになるという事がなく、むしろ音楽や詩といっ

た境界を乗り越えた、大変純度の高い人間の本質を見せるのが魅力である。それは濁ったブ

                                                   

1 伊東一郎『ラフマーニノフ歌曲歌詞対訳全集』 東京：新期社、1978 年。 



ラウン管越しに見る景色ではなく、同じ目線で同じ空気を吸う者の奏でる、人間味溢れる音

楽である。制限の厳しい時代にあっても、どうしても伝えずにはいられなかった作曲家の心

を強く感じるこの歌曲集の中に、筆者は「人間の尊厳と美しさ」を感じ、作曲家の詩へのこ

だわりと信念に共感した。ロシア人のユーモアと社会批判の混在したこの歌曲を日本人が

どう取り組めば良いのか、音声としてどのような歌唱の工夫があればこの作品の魅力を引

き出せるのか、それらを研究するのが本論文の目的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本論文でのロシア語表記について 

この論文では初め、キリル文字の発音補助として、ローマ翻字法を横に付け加えることで、

より読者の窓口を広くもつことを想定していた。しかし、翻字法を用いると単語の力点の位

置によって音が変わるロシア語の音声の特徴が正確に表記できず（O は力点の位置でオ、力

点でない位置でアと読む。例.①Нос［nos］ノース、鼻。②Слово［slovə］スローヴァ、言

葉。)それに、ローマ翻字で論文を書き進めてしてしまうと、キリル文字を読まない読者に

は親切であっても、音声と発音を極めたい読者にとってはロシア語の音を連想するのに逆

に弊害となってしまう。歌唱のための音声を研究する本論文の中でどのような表記が最も

分かり易く、すぐにイメージが出来て実践に移せるかを考慮した結果、今回は試みとして、

本文中ではキリル文字と、その横に[括弧]で、母音は音声学の発音記号を、子音はローマ翻

字をと、二つ組み合わせたものを記載することにした。 



 

例．Чaй［Chaɪ］ 

Шёл［Shjol］ 

Молодой［mɑlʌdoɪ］     

Вспомнишь［Fspomnɪshh’］ 

上から、「チャーィ」、「ショール」、「マラドーィ」、「フスポームニシ」と読む。 

 

 

主な子音の表記は、筆者が日本人にとって最も発音がイメージしやすいと感じる GOST 

7.79-2000, system B の翻字法を採用する。GOST(Государственный стандарт)とはソビ

エト連邦閣僚会議で測量や製図に使用する目的で制定された翻字法で、このヴァージョン

は現在の最新版として公共案内や出版基準に使用されており、ロシア及び独立国家共同体

(CIS)の公式標準表記法でもある。子音は原則このヴァージョンに則ることとするが、例外

として子音の無声、有声化や、発音上の音声省略等によって音の変化が伴う単語については

その都度発音に近いローマ字をあてがうこととする。 

母音は発音の多様性故に、従来の翻字法ではこの論文に必要な精細さを満たすことが困

難である。よって、最も筆者が信頼している学術書、八杉貞利著『ロシヤ語発音五時間』(大

学書林、1956 年)に用いられている発音記号を使用することとする。ロシア語における発音

記号は学術書によって書き方が異なる為に混乱を招きやすいが、上記の書物は音声の調音

が極めて詳しく整理されており、声楽に応用、比較するのに適していると判断した。 

以上、この論文内でのロシア語の表記は、キリル文字と、その横に発音の助けとなるもの

[子音はローマ翻字、母音は発音記号]を添えることとする。これにより、読者はキリル文字

を見ながらすぐに発音をイメージすることが出来るだろう。この翻字と発音記号を組み合

わせた表記法は従来の論文等における翻字法とは全く異なるものであり、その点で読者に

は慣れるまで少々不便をかけることになるかもしれないが、音声と歌唱とを結びつける本

論文の主旨への苦肉の策として理解を得たいと思う。また、単語の力点は下線で示すことと

し、文中において例語として登場する場合は該当箇所を斜字にする。ただし、挿入する楽譜

や対訳等の中ではこうした表記は原則付け加えない事とする。 

 

 



 

基本の表記表 (大文字、小文字、[発音]、カナ) 

А а  [a] ア К к  [k] ク  Х х [kh] は 

Б б  [b] ブ Л л [l] る Ц ц [cz] ツ 

В в [v] ヴ М м [m] ム Ч ч [ch] チ 

Г г  [g] グ Н н [n] ン Ш ш [sh] シ 

Д д [d] ドゥ О о [o] オ Щ щ [shh] シシ 

Е е [jɛ] イェ П п [p] プ Ъ ъ [－] 無音 

Ё ё [jo] ヨ Р р [r] ル Ы ы [ϊ] ゥイ 

Ж ж [zh] ジ С с [s] ス Ь ь [‘] 無音 

З з [z] ズ Т т [t] トゥ Э э [ɛ] エ 

И и [i] イ У у [u] ウ Ю ю [ju] ユ 

Й й [i] 半母音(ィ) Ф ф [f] フ Я я [ja] ヤ 

この表のカナは、伊東一郎『ラフマーニノフ歌曲歌詞対訳全集』(東京：新期社、1978 年。)

記載のものに則った。 
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第一章 歌唱のための音声 

 

 第一章はロシア語の歌唱における音声の基礎について論じる。先ず、第１節では日本人

演奏家が留意すべき発音を指摘する。これは、通年で開講している「声楽特殊研究（ロシ

ア歌曲）」1の授業を通して感じた、ロシア歌曲初心者の半数以上の学生に当てはまる問題

を取り上げている。この授業では、履修生全員にエラスト・アバザの歌曲<霧の朝>を共通

の課題として与えており、本論文でもその曲を用いて問題点を論じることとする。 

第２節及び３節では、音声学や語学教材の先行研究を通して、言葉と歌唱の音声の違いを

明らかにし、その可能性を確認する。音声学の基礎としたのは八杉貞利著『ロシヤ語発音五

時間』東京：大学書林、1956 年や、城田俊著『ロシア語の音声 音声学と韻律音』東京：

風間書房、1979 年等である。 

 

 

 

１．日本人声楽家が初めに留意すべき問題 

 

この節では、筆者が大学院ロシア歌曲の授業に 4 年間ティーチング・アシスタントとし

て関わった経験から、初心者が陥りやすい問題点を述べる。エラスト・アバザ(1819-55)の

歌曲<霧の朝>は、この授業で毎年 4 月に取り上げる作品で、歴代の履修生全員がこの曲を

通してロシア歌曲に取り組んできた。(次頁楽譜) 

この曲を歌唱した際、まず始めに気が付くのは日本人の歌い手は У[ u ]が苦手ということ

である。特に冒頭の У は浅くならないよう、事前に発音をよく準備してから歌い出さねば

ならない。次に、ロシア語特有の文字 Ы[ ï ]「ゥイ」の塩梅に手間取ってしまうこと、アク

セントのない O を「ア」と読むことに戸惑うこと、Ч[ch]「チ」の子音が日本語のような薄

い音になってしまうこと、形容詞語尾変化等に現れる E[je]「ィエ」が開きすぎることなど

が問題となり、これらは半数以上の履修生に当てはまった。 

 

 

                                                   
1 東京藝術大学大学院開設科目『声楽特殊研究Ⅰ(ロシア歌曲)』担当教員：勝部 太先生 

 2013 年度より開講、筆者は授業の補助を行うティーチング・アシスタントとして参加。 
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アバザ 歌曲《霧の朝》2 

  

この曲の歌唱実例から考察される、ロシア歌曲初心者が陥る問題点とその解決策は次の 7

つである。 

 

 

                                                   

2 Абаза, Эраст Агеевич. Утро туманное, Тени минувшего: Старинные романсы. Для 

голоса и гитары. by А. П. Павлинов, Т. П. Орлова. Санкт-Петербург :  Композитор, 

2007. 

⑴      ⑷       ⑴    ⑸ ε 

   ⑸ ə         ⑸ɪ    ⑷ 

⑶                   ⑵  区別 ⑵ 

⑹ 
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⑴ У[ u ]と力点のある O[ o ]が浅く、薄くなりがちである。 

У[ u ]、О[ o ]は、口を丸くして唇を突き出すことで形成される母音である。日本語のウと

オは腔内を狭くとって発音しても問題はないが、歌唱の際はしっかりと腔内を開け、響きを

保って発音なされなければならない。ロシア語の О は日本語の「オ」よりも丸みのある音

色を持つ。歌唱の際はまず О の響きを求めてから、徐々に唇の脇を閉めて У へと調整をし

ていく工程が必要だろう。その際、軟口蓋とその後ろへも響くように、腔内の通路を遮らぬ

よう注意したい。 

 

 

⑵B[ v ]と Б[ b ]の区別が甘くなる。 

B は[ b ]ではなく[ v ]と発音し、ロシア語における[ b ]は Б で表される。この他言語との

違いは頭で理解しても他の外国語歌曲を歌い続けてきた歌手にとっては条件反射で必ず間

違えてしまうもののひとつであり、歌唱という体を使う運動の中で自然に正しい選択を行

えるようになるには継続的な訓練が必要である。同様のことが P[ r ]と П[ p ]にも起こる。 

 

⑶Ы[ ï ]の特殊な発音に戸惑う。 

Ы[ ï ]「ゥイ」の発音は英仏独等ヨーロッパにはない、ロシア語特有のやわらかい母音で

ある。ロシア歌曲においては、複雑な感情の濃淡を表現する上で、この母音の色味をどう歌

唱するかが大切になってくる。母音「イ」を発音するときの口構えをし、舌を思い切って後

方に引き込めるようにして、更に「イ」と言ってみるとこの音が出るとされており3、ウと

イの混合のように聞こえるためにしばしば仮名が振ってある資料では［ウィ］や［ゥイ］と

書いて示されるが、二重母音でなく一音で発音されるべき音である。 

この発音を「イを発音するときのように唇を横に開いたままでウという。4」と書いた教

材もあるが、歌唱の場合にはむしろむやみに横に開くことはせず、口は楽に、上あごと舌を

使って縦に伸びあがる響きを形成する。 

また、筆者は、母音 Ы[ ï ]の前につく子音は母音に後押しされる形でより明瞭になり、Ы

                                                   

3 八杉貞利『ロシヤ語発音五時間』 東京：大学書林、1956 年。7 頁。 

4 神山孝夫『日本語話者のためのロシア語発音入門』 岡山：大学教育出版、2004 年。25

頁。 



第一章 １．日本人声楽家が初めに留意すべき問題 

4 

 

の響きも子音によってそれぞれ異なった音声が生み出されると感じている。この母音は歌

唱において子音をより立体的に聞かせる効果があり、子音との力関係が平等で、お互いを引

き立てあう音である。この音の子音との相乗効果については次の節（15 頁）で後述する。 

 

 

⑷Н[ n ]と М[ m ]の処理(鼻音)を丁寧に行う。  

H[ n ]や М[ m ]といった、響きが鼻に抜けることで鼻腔の共鳴を伴う音を鼻音(Носовой)

という。「ン」という音声は位置によって 10 個ほどの音価を持つのに対し、日本人はその響

きに大変鈍感であり5丁寧に処理しなければならない。特に K[ k ]、Γ[ g ]の前につく Н[ n ]、

また Н[ n ]が重なる時、日本人歌手は格別な注意を持って扱うべきであり、このロマンス内

の туманное[tumannəjə]はしっかりと [ n ]を鼻腔に響かせるための時間を要する。

печальные[pjɪchal’nəjə]の[ n ]もまた、舌先で上歯茎と硬口蓋の境を隙間なく塞いで鼻音を

強調する。そうした音が頻出するロシア語はそれ故に大変滑らかで美しい印象を与えるの

だろう。 

 

 

⑸様々な E「イェ」を使い分けることで得られる言葉の響きを理解する。 

E の音は会話の場合、力点であるかどうか、また、後ろに来る母音が硬母音か軟母音か

に よ っ て 4 種 の 発 音 記 号 に 分 け ら れ る 。 こ の 曲 中 だ と 、 седое[sɛdojə] と

печальные[pɪchal’nəjə]の、それぞれの語頭の E の音声の違いははっきりと区別したい。語

尾の e は二つとも[jə]で、若干緩く開いた音になる。 

また、この曲は芸術歌曲としてよりも、会話調に近い発語が適している為、[ ɛ ]や[ ɪ ]と

いった発音記号を、芸術歌曲の、例えばラフマニノフやチャイコフスキー等の歌曲よりも狭

い E を好んで使う事で曲の雰囲気を演出する事が出来る。 

これら様々な E の音を明確にし、歌唱の際どのように演奏するかを研究することで、歌

唱はより生きた言葉の芸術となり得る。注意すべきは、「E は常にほぼ[jɪ]で表記する」とい

う学説もあり6、また違う文献では「アクセントの前の e,я は弱い[イェ][jɪ,ɪ]のように発音

                                                   
5 神山孝夫『日本語話者のためのロシア語発音入門』 岡山：大学教育出版、2004 年。85

頁。 
6 八杉貞利『ロシヤ語発音五時間』 東京：大学書林、1956 年。48 頁。 
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する（中略）ただし、歌唱の際この規則は必ずしも守られない7」と書かれ、個人の感覚に

頼る部分が大きいことである。芸術歌曲の歌唱においては一体どの発音を目指すべきか悩

ましい問題であったが、今回、歌唱のための発音をイリーナ・ロミシェフスカヤ女史にご指

導賜ったことで、「E の発音は開口母音と、やや開いた母音、曖昧な母音の３つに分類され、

それぞれの頭につく[ j ]は、閉口気味の母音においては割合しっかりと発音される事が多い」

と理解するに至った。芸術歌曲の歌唱において、E の母音は旋律やリズムのあらゆる条件に

よって、会話よりも開口に近い響きに寄せて歌われる。その条件とは①音程が高い②音価が

長い③意味あり気なニュアンスを持たせる等で、旋律優勢なシチュエーション、または、ロ

シア人の感覚によってその母音に変化が起きる。反対に、芸術歌曲ではない、もしくは音程

が低かったり、語りとしての要素を含む旋律等においては、「イ」に近く閉めて発音される

のが自然であるようだ。 

 

 

 

⑹重なった子音の処理に戸惑う。 

Всп-[Fsp-]などの重なった子音を歌唱する際は事前の準備が不可欠であり、原則として、

始めの母音の頭が拍の頭と合うようにするべきである。 

例えば、10 及び 13 小節目の Вспомнишь[Fspomnɪsh’]という単語の処理には、3 つ目の-

по-[po]を拍頭に置き、Вс-[Fs]は前の小節 4 拍目の裏で事前に発音を終えておく必要がある。

ロシア語にはこうした子音の重なりが最大 4 つまで、前置詞なども組み合わさると最大 5

つの子音が重なるので、そのような場合は特に、前の拍に子音を乗せる練習が必要である。

(例:Взгляд [Vzgljad]) 但し、多重子音の発音にピアニストが呼吸を合わせることで生じる

音楽の自然な間というものも存在し、演奏家はよく見定めなければならない。また、子音を

前取りする際には必ず腹筋で子音を支える事を怠ってはならず、それらを伴わずに表面的

に処理をしてしまうと子音が薄くなってしまう。更に、母音との連結が滞ることで発声も崩

れやすくなる。しっかりとした体幹をもって良い位置で子音を発音することで、母音もより

響きが高く、良い発声が保たれる。 

 

 

                                                   
7 伊東一郎『ラフマーニノフ歌曲歌詞対訳全集』 東京：新期社、1978 年。227 頁。 
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⑺Дe[dje]と Te[tje]、Чe[chje]が混同する。 

 この３つの子音は発音記号だけを見る分には簡潔明快だが、総じて初心者がその箇所を

強調して示そうとする時に、子音を強く発音して結果的に区別がない音声になってしまい

がちである。дя[dja]、тя[tja]、чa[cha]も然り。混乱しやすい理由としては単に初心者故に

これらの子音の音が整理されていない場合もあるが、少なくとも日本の声楽界においてキ

リル文字の読み方が統一されていない事に由来する部分が大きいのではないだろうか。例

えば где[gdjɛ]は地域、人によって「グヂェ」や「グディェ」の様に子音に差がある。これら

は子音が純粋な d よりも潰された音声を用いており、そのように歌う歌手も多い。しかし、

今回筆者が出会ったモスクワの声楽家は、d を純粋な摩擦音と破裂音の中間とし、絶対に例

外を認めなかった。この項目における T[ t ]と Ч[ ch ]の音声も同様で、T[ t ]は強調するた

めにダブル t にはさせないし、Ч[ch]は湿った、厚みのある擦り音を目指し、乾いた音声に

はさせなかった。子音毎に一貫した発音方法によって求められた音声を用いることで、より

響きの高い、美しい音声が作り出されるのである。 
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２．母音について 

 

⑴母音の発音記号と音声 

ロシア語の母音は半母音 Й を加えれば全部で 11 個あり、本論文で使う母音の発音記号

は 14 個である。 

  以下参考資料／八杉貞利『ロシヤ語発音五時間』 東京：大学書林、1956 年。39 頁。 

 

 

上記は母音の発音記号の各々の調音を表した図である。 

○で囲んである記号がロシア語の母音、囲んでないものは音声学の標準母音を示し、下の横

線(а―ɑ)は、母音中で舌の位置が最も低く、腔内を広くとる音を示す。左の上下に渡る線(i―a)

は前舌面と硬口蓋との関係を可視化しており、下あごが上昇し腔内が狭くなるに従い、i に

近くなる。同様に、右側の上下線(u―ɑ)は後舌面と軟口蓋との関係である。上の横線(i―u)は

口蓋に沿った音で左側が硬口蓋、右側が軟口蓋に寄った音声となる。 
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これらの発音記号を音にするには以下の方法で求めると良い。 

 

○a  最も基本となるア。日本語の「ア」よりも口蓋を高く上げ、発音の位置も表面的な音

声でなく、少し後ろに下がる。 

○ɑ  a よりも 5 ミリ程唇の脇を前面に出し、軟口蓋を上に持ち上げることで、唇から喉奥

にかけて緩やかな筒が形成されるのをイメージする。 

○æ  a の口の形のまま、舌のみエの傾斜を作る。開口の、少し「エ」の要素を含んだ「ア」。 

○ʌ  最も明るい「ア」。ɑ から徐々に唇への負荷を緩め、「ア」の中で最も高い位置で発音

する。 

○ɛ  開口の「エ」。 

○e  閉口の「エ」。 

○i  日本語の完全に横に開いた「イ」から、唇両脇への力を弱めた音。 

○ɪ  閉口 e の発音のまま上下の歯を隙間が 4 ミリ程になるまで近付けた音。 

○ϊ  牛の「ウ」を言うつもりで準備をし、その音の頭が出たら瞬時に「イ」と言う。通常

子音と共に使用され、その場合子音に「ウ」の響きを同化させてから「イ」の母音に移る。 

○ə  ロシア語の曖昧母音ともいうべき音で出現度は割合高い。 

○u  深い「ウ」。２つ下の o を求めてから、そのまま下唇で腔内の丸みを保護しながら

「ウ」と言う。 

○ü  ドイツ語の ü と同じく、最閉口の「ウ」の口構えで鋭い「イ」を発語する。 

○о  日本語の「オ」より軟口蓋と舌の間隔を広くとり、唇を軽く尖らせ喉奥との距離を長

くとる。 

○ö  ドイツ語の ö に似ているが、より丸みがあり「エ」よりも「オ」の要素が半分以上

を占めている。閉口「オ」のような楽な口構えを取り、腔内を逆三角形にするイメージで口

蓋の高さを保ったまま唇脇を軽く引き締めて「ヨー」と言うとこの音になる。開口にはなら

ない音声である。これは後ろに軟音が来る場合のЁに対してのみ発音され、その際必ず「イ」

を頭に備えた[jö]の形で発音される。 

続いて、各発音記号の母音内訳と単語例を記載する。  
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○a  キリル文字の А、及び Я[ja]が、力点の位置にある場合、左の発音記号を用いる。 

例.Карта [kartə] 

○ɑ  キリル文字の А が力点の位置にあり、且つ後ろに Л が来る場合。 

例.Палка [pɑlkə] 

○æ  キリル文字の Я が力点の位置にあり、 

且つ後ろに軟音(ь/ч/щ/й/я/и/ю/е/ё)が来る場合。  例.Пять [pjæt’] 

 

○ʌ  キリル文字の А、及び O が力点直前の位置にある場合。 例.Работа [rʌbotə] 

                            

○ɛ  キリル文字の E、及び Э が力点の位置にあり、 

且つ後ろが硬母音(а/ы/у/э/о)の場合。 例.Это [ɛtə] 

E、及び Э が力点の直前で、且つ力点音節が硬母音の場合。    例.едва [ɛdva] 

E の、ш/ж/ц を伴うもの。                             例.Жест [zhɛst] 

また、Я が力点直前の位置にある場合。                 例.Пятно [pjɛtno] 

 

○e  キリル文字の E、及び Э が力点の位置にあり、且つ軟母音(я/и/ю/е/ё/ь)の 

直前にあたる場合。 例.Эти [etɪ]／Печь [pjech’] 

 

○i  キリル文字の И[i]が力点及び力点の直前にある場合。    例.Визит [vizit] 

キリル文字の Й[半母音ィ]。                           例.Линейка [lineikə] 

 

○ɪ  キリル文字の E と И が力点、力点直前のどちらにも当てはまらない場合。 

例. Через [cherɪs]／Синий [sinɪi] 

E、及び Э が力点直前で、且つ力点音節が軟母音(я/и/ю/е/ё)の場合。 

例.Деревня [djɪrjɛvnjə] 

また、Я が力点でも力点直前でもなく、語頭につく場合。 例.Пятачок [pɪtʌchok] 

 

○ϊ  キリル文字の Ы の力点、及び力点直前の場合。 例.Быт [bϊt] 

И の、ш/ж/ц を伴うもの 例.Шило [shϊlə] 
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○ə  Ы の力点でも力点直前でもない場合。 例.Карты [kartə] 

ш/ж/ц を伴う E と И で、力点より前につくもの。 例.Шевелить [shəvjɪlit’] 

А、O、Я、E の、a/ʌ/ɑ、o/ʌ、jа/jɛ/ɪ、jɛ /je /jɪ の条件にてはまらないもの全て。 

例.Самовар[səmʌvar]／Голова[gəlʌva]／Семя[sjemjə]／Поле[poljə] 

 

○u  キリル文字の У。 例.Духи [dukhi] 

Ю の、直後に硬音が来る場合。 例.Сюда [sjuda] 

 

○ü  キリル文字の Ю の、直後に軟音が来る場合。例.Люди [lüdɪ] 

 

○о  キリル文字の O が力点の位置にある場合。 例.Вот [vot] 

また、Ё の、直後に硬音が来る場合。 例.Лёд [ljot] 

Ё の、ш/ж/ц を伴うもの。 例.Шёл [shjol] 

 

○ö  Ё の、直後に軟音が来る場合。 例.Тётя [tjötjə] 
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以上の母音の発音上の特性をまとめ、キリル文字側から見た発音記号の内訳を示したもの

は以下である。 

 

文字 力点位置にある 力点直前にある どちらでもない ш/ж/ц に続く 

A a / (後に л) ɑ ʌ ə ― 

О o ʌ ə ― 

У u u u ― 

Э (後に硬音)ɛ 

(後に軟音)e 

(力点が硬音)ɛ 

(力点が軟音)ɪ 

 ― 

Ы ϊ ϊ ə ― 

Я ja / 

(後に軟音)jæ 

jɛ jə /  

(語頭)ɪ 

― 

Ё (後に硬音)jо / (後に軟音) jö o 

Е (後に硬母音) jɛ 

(後に軟母音) je 

(力点が硬音)jɛ 

(力点が軟音)jɪ 

jɪ  

jə 

jɛ 

(力点前) ə 

И i 

 

i ɪ  ϊ 

(力点前)ə 

Ю ju  / (後に硬音)u  / (後に軟音)ü ― 

Й ― i i ― 

 

上記における軟音とは、母音が я[ja]/ и[i]/ ю[ju]/ е[jɛ]/ ё[jo]/ й[i]/ ь[‘]、子音が ч[ch]/ ш[sh]/

の各音で、硬音はそれ以外の音を指す。 
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⑵ 歌唱のための母音 

 「言葉」は流動性のある生ものである。時代によって移り変わり、その形は常に変化を受

け入れてきた。会話の「言葉」、朗読の「言葉」、演劇の「言葉」、現在我々が用いているこ

れらの「言葉」は全て、場面に即して相手の心にいかに直接的に伝えられるかを求めて工夫

されてきた産物である。それぞれに発話の方法が違うように、歌唱のための「言葉」もまた、

会話とは違うテクニックが必要なのである。舞台から観客に向かって、いかに詩の世界を、

音楽の、また旋律の力を借りて、自然に且つ最大限の効果をもって伝えられるか。それを一

生かけて取り組む課題として極めていくために、ここでは基礎となるロシア語の標準的な

歌唱音声について述べる。この項を通して、将来的に外国人がどんなロシア歌曲にも応用し

ていける「歌唱のための舞台語発音」の技術の更なる理解と発展に繋がることを目指す。 

 

 

この項では、歌唱の際の各主要母音について述べる。例えば、日本の歌曲では母音の音声

を、会話よりも明るく、高い位置で発音する傾向があり、更に単語内の母音のつながりを密

に結束させ滑らかに発音する事が美しい響きに繋がっていく。日本語で隣の相手に「花が咲

いたらサ…」と会話する時は「花」は大して腔内を広くすることなく発音出来てしまう人が

多いと思う。しかしこの「はな」に同じ音程と同じ音価の音を与えてみた場合、「は」は会

話よりも高く口蓋を持ち上げ、軟口蓋との広さを感じつつ硬口蓋を通って前に突き抜ける

明るい「ア」を使う。そして「な」は 1 つ目と同じ母音位置で歌うべく、n から息をより高

い位置に送り込んで体の支えを取る。こうした技術がスムーズに単語を伝え、音楽の滑らか

な旋律を成立させる。 

ロシア語の場合、[a/ i/ u/ e/ o]の発音記号は音声学の調音表を見ると標準母音よりも位置

が少し低かったり奥まっていたりするが、歌唱の場合は少なくとも、A[ a ]と И[ i ]に関し

ては奥まった音声ではない、多言語の標準母音と同じ位置まで突き抜けた、7 頁における四

角形の上部左及び下部右角の最先端の響きが求められる。  
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A の音声は、会話では 4 種類の発音記号に振り分けられるが、歌唱の場合は大きく１つ

のくくりで捉える。口蓋を高く支え、舌は軽く平らにならし、口蓋舌弓(口蓋垂の両脇につ

ながる尾根のライン)を柔らかく上に持ち上げてやわらかい息を用いる。肋骨は息が入った

ままの形を終始キープし、肋骨の筒の間をエネルギーが地面に向かって流れていくように

する。音は口蓋に沿って顔の前と後ろへ平行にバランスを保ち、響きは頭蓋骨と顔面の空間

への共鳴に助けられながら、後ろから頭上を通って前へ向かう道筋を意識する。 

音声学の図表(７頁)ではロシア語の[ a ]は他国の発音よりも奥まった位置とされているが、

日本人にとっては西洋の A と同じ響きを求める事で良い。 

           作画、筆者 

 

Я の音声[ja/ jæ/ jɛ/ jə/ ɪ]は始めに[ j ]「ィ」が含まれており、与えられた音価や前の母音

等、様々な条件によって「ア」母音に開けるまでの時間が変わってくる。[ja/ jæ/ jə]の発音

の開き具合は前述の A の音声と同じように考える。[jɛ/ ɪ]は[ j ]を心持ち長く取ってから腔

内の狭い[ æ ]に近い音声にまで開くことが出来る。長い音価が与えられていたら[ j ]を通過

してから[ a ]に近い音声を使用する事が出来る。ここから分かるのは、Я の音は会話の際は

イやエに近く発音されることも起こり得るが、芸術歌曲を歌唱する殆どの場合は[ j ]の後の

母音はなるべく前面に出た[ a ]に寄った音声になるという事である。 
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こうした短い[ j ]「ィ」を伴う、拗音という母音は４つあり、E[je]、Ю[ju]、Ё[jo]、Я[ja]

である。これらは硬口蓋の狭い位置にある[ j ]の音から滑らかに軟口蓋の上部まで移行する

ため、歯や唇の表面から軟口蓋へと響きが広がる感覚を得る。歌唱の際には、この広がる感

覚を意識して息を送ることによって、経過する立体的な音色の美しさと声の推進力を有す

る。しかし注意すべきなのは、この拗音は二重母音ではないので[ j ]と分離させないこと、

[ j ]の音声のあとに正しい e、u、o、a の位置まで母音を引き上げるのに躊躇しないこと、

どんな時も引き上げた先の母音が j と同じライン上に立ち、母音と共に落ちた音色にならな

いことである。 

 

  

 

O[o/ ʌ/ ə]のうち、歌唱における[ o ]は正しい[ a ]から求めることができる。(力点のない

O[ʌ/ ə]は A の管轄の音声となるので上記を参照。)[ a ]の時の上下の歯の距離と軟口蓋、口

蓋舌弓の高さを崩さないように保ちつつ、唇の周りに沿って流れている口輪筋を 4 分の 3

程すぼめるようにして、上下の唇の先は開くようにする。ちょうど巾着の口をすぼめるよう

な感覚である。そして「オ」と言うと歌唱のための[ o ]が形成される。高音域では少しだけ

口を縦に開いても良い。注意すべきは、閉口母音と言えるほど閉じた音ではないものの、開

口母音ほど緩くはないので、[ a ]の響きに寄りすぎないことである。 

 

 

 

拗音 E[jɛ /je /jɪ / jə/ ə]の歌唱音声は、開口母音とやや開いた母音、曖昧な母音の３つに分

類される。やや開いた母音 E は、鼻腔や眉間にある前頭洞へ共鳴し、鋭さを持つような感覚

でもって発音される。曖昧な母音 E は、例えば、≪風刺(過去の情景)≫の４曲目<思い違い

>120 小節目、вульгарное[vul’garnəjə]の最後の母音において出現する。(次頁楽譜) 

この вульгарное[vul’garnəjə]の、最後２つの母音の発音記号は同じ[ ə ]だが、歌唱では明

確に差をつけなければならない。カタカナで表記するならば、最後から２つ目の нo は「ア」

の音声、最後の e は「ヤ」や「エ」にも似た、正に曖昧な音声となる。この箇所は音程が Do

のみでテンポも速い。その中で最後の曖昧な E の音声がもたらすのは、この先に驚きの展

開があることを聴衆に予感させるような、余韻を持った空気感である。 
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И[i /ɪ /ϊ /ə ]の音声は全て響きの乗った、調音表の頂点を目指す音だが、特に力点位置にあ

る場合は更に前へ一直線に進む鋭い推進力が加わる。 

 

 

 

 

 

母音 Ы[ ϊ ]の歌唱音声については、筆者は前々からその発音位置が限りなく不安定で掴み

どころがないように感じていた。ロシア歌曲を専攻して 8 年、こういった突拍子もない意

見は、恐らくとんだ造説だとする読者もおられるかもしれない。しかしながら、本論文では

反論も覚悟して、ここで筆者の考える歌唱音声としての Ы の発音について述べたいと思う。 

 

先ず、Ы は美しく特殊な響きを持った母音である。前に付く子音によってその響きは増

幅し、子音によって、また音程によって、腔内で異なる弧を描く。その響きの線は時に И[ i ]

よりも上に立ち登った立体的な印象を与え、その違いは会話音声ではほぼ感じられないも

のである。 

①M[ m ]、H[ n ]の鼻音につく Ы[ ϊ ]。 

鼻音に入れた高めの子音の位置から、響きは弧を描くように前方にわずかに下降し、i の

位置に着地する。 

 

vul’gar  nə jə  
 

но е 

 

前者はア系、 

後者はィエ系母音 

であることを忘れ 

ない程度に 

発音を緩める 
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②唇の閉鎖音 П[ p ]／Б[ b ]につく Ы[ ϊ ]。 

この２つの子音は両唇を閉じて弾くことで発音されるので、Ы 単体の位置よりも下方か

ら出発する。両唇で破裂の準備をすると同時に、Ы の中に含まれた u の響きの要素を用意

する。そして実際に音になる瞬間には Ы の i の要素を加える。すると、押しとどめられて

いた息が一気に排出される際に、響きがほんの少し後ろに巻き取られてから i の位置に上昇

するような動きが感じられる。 

 

③舌の閉鎖音 T[ t ]／Д[ d ]につく Ы[ ϊ ]。 

これは舌の先を上歯茎と硬口蓋の間に押し付けて子音の準備をしながら同時に、Ы の中

に含まれた u の響きの要素を用意しておく。そして実際に音になる瞬間には Ы の i の要素

を加える。結果、子音は母音に後押しされて、歯茎と硬口蓋の間を通って Tи[Ti]や Ди[Di]

よりも前上方に突き抜ける響きが感じられ、より推進力の強い、前に出た音声となる。 

また、Л[ l ](舌先を上歯茎の裏に押し付けて腔内の側面を開放する)の後についた場合も似

たような響きが得られる。 

以上のように、特殊な母音 Ы は、その響きの軌跡によって格別な滑らかさを表現出来る

音声である。また、前につく子音を後押しする作用があり、子音を良い位置で明瞭に発音さ

せることが可能である。 

Ы は美しい i の音声を目指す母音であり、子音と u が同じ時間に用意され、u から i へ母

音が突き抜けてくる事が最大の魅力である。この独特な響きはロシア歌曲において、心情や

ニュアンスを表現するのに大変有効な音声であり、美しさへの大きな要因となるものであ

る。 

 

 

 

  Э の母音は会話において[ɛ/ e/ ɪ]の 3 通りの音声を持つが、歌唱の際は全て開口の「エ」、

[ ɛ ]の音声を用いる。唇を突き出さないように留意する。 
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３．子音について 

 

子音は工夫次第でその曲の印象を大きく変える力を持っている。歌手にとって、例えば、

Лампа[Lʌmpə]「ランプ」という単語で見た場合、Л[ l ]から a[ ʌ ]へ、暗くこもった子音か

ら a へと開いた時の色の変化が、より明るく、温かい音として示される。また反対に、同じ

音から始まる Луч[Luch]「光」は、暗く丸い Л[ l ]から始まって、唇から軟口蓋への奥行き

を長くとる у[ u ]に移行するため、深さはそのままに、響きの筋が前後に伸びるような、一

本の光が差し込むような音声を作り出すことが可能となる。 

 

また、どの言語においても、その発音によって最も表現の可能性が広がっていて歌い手の

工夫の見せ所となる子音はサ行であるという。日本語の「さむい」「さらさら」や、タ行の

「つめたい」「あつい」なども、単語のイメージを聴衆に伝える手段として、大いに発音の

効果が期待できる子音である。ロシア語の場合、日本語のサ行に近い子音は C[S]、Ш[Sh]、

Щ[Shh]、З[Z]、Ж[Zh]の 5 つの子音、タ行は T[T]、Ц[Cz]、Ч[Ch]の 3 子音と大変種類が

豊富であり、その可能性は未知数である。第２節に続くこの節では、子音音声の基礎と、歌

唱技術の可能性を探る。 

 

 

⑴唇音  

・唇によって閉鎖、破裂音をつくる子音 Б[ b ]／П[ p ] 

 ロシア語の[b/ p]は、英語やドイツ語のような強い音声でなくやわらかい息と共にあるが、

演劇の舞台語発音ではしばしば際立って強く発せられる。歌唱の場合、Б[ b ]はしばしば日

本人の考える b では破裂が足りない場合があるので、意図的に気息を留めて子音の音を響

かせる必要がある。П[ p ]は唇が前に突き出され、後舌面を隆起させ、全体をやや奥に引い

て発音される。 

бм[bm]、пм[pm]のつづり字を発音する場合は、口を開かずに口蓋垂の裏で弾かれた、鼻

腔的調音をとる。(例:обман/abman) 歌唱では、口を開かずに旋律を美しく歌唱するのは

難しい場合が多く、最低限の[b/ p]のはじき音のために針の穴程に口を開くことで代用でき

る。 
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・唇によって閉鎖音を作る鼻音 M[m] 

 第一章 第 1 節 4 頁参照。 

 

・唇によって摩擦音を作る子音 Ф[f]／В[v] 

 摩擦音声を作る場所は前歯、もしくは下唇の内側や、もう少し下の粘膜までの範囲のいず

れの場所で発しても良く、美しい摩擦音を効果的に、且つ前後の音声も考慮して、無駄のな

い動きで出来る箇所を選択する。 

 

 

 

⑵歯音 

・舌が上の歯に働きかけて閉鎖し、破裂音を作る子音 T[t]／Д[d] 

この音声は、舌の先端を上前歯の裏に、舌の両脇は歯茎に沿わせて破裂させる場合と、舌

の中腹を口蓋につけて破裂させ、先端を口蓋に接着しないで発音する場合がある。前者の、

舌の先端を破裂させる発音の仕方は、その破裂面が歯の裏とする意見と歯茎との境目とす

る意見とに分かれ、更に、舌の中腹はスプーンのように凹ませて発音することもあり得ると

いう。 

 有声の Д は無声の T よりも弾く力が弱く、柔らかい。語尾や音節末にあるＴはその力が

弱まり、発音されない場合がある。この２つの子音が[i/ j]音を持つ母音と一緒になると、舌

の全体が口蓋に近づき、舌の先端は下の前歯の裏につく。(例:Тeлo /tjelə) この際、「チェ」

に近い音声にならないよう留意する。 

 また、日本人には難しい、側面はじき音について述べる。дл[dl]、тл[tl]のつづり字を発音

する場合、間に他の母音を挟まずに発音されなければならない。その為に、この２つの子音

は舌の先端を前歯から離さずに舌の脇で破裂させる音声が必要になる。この音はロシア人

でも難しく、間に曖昧母音を挟むことで対応する人もいるようだが、これは正しくないとさ

れている8。 

比較的頻出する дн[dn]、тн[tn]の組み合わせは舌を離さず、口蓋垂の裏で弾かれる。 

(例:потный /potnəi  пятно /pɪtno)。 

このような音はロシア語で割合多く、от нас [ʌt nas]等多くの場面で出現する。歌唱にお

                                                   

8 城田俊『ロシア語の音声 音声学と韻律音』 東京：風間書房、1979 年。40 頁。 
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いては、会話と同様舌を離さず処理をするのが望ましいが、旋律の美しさを損なう場合はこ

の限りではない。 

 

 

・舌が上の歯に働きかけることで閉鎖音を作る鼻音 Н[ n ]  

 第一章 第 1 節 4 頁参照。 

 

・舌が上の歯に働きかけることで摩擦音を作る子音 С[ s ]／З[ z ] 

 С は日本語のサの子音と同じである。その音を有声にすると З になる。この２つの子音

が[i/ j]音を持つ母音と一緒になると音色が明るくなる。(例:сады /sʌdϊ  сила /silə) 

 

・舌が硬口蓋の前部に触れて破裂音を作る子音 Ц[cz] 

Ц は八杉貞利著『ロシヤ語発音五時間』(大学書林、1956 年)等においては[cz]でなく[ts]

と紹介されており、日本語の「津」の子音部分に非常によく似ている。‐тся、‐дца のつ

づりを発音する時はこの Ц が２つ重なった音になる。 

(例:смеётся/ smjɪjoczczə молодца /məlʌczcza) 

 

・舌が上の歯に働きかけることで側面音を作る子音 Л[ l ] 

ロシア語の Л は独特な硬さと厚さがあり、英語やその他の言語よりも明確に発音するこ

とが必要である。この発音は英語の、母音が次に続かないときに用いられる暗い音色の L と

ほぼ同じ音とされている9。(英：pull)。舌先を上前歯裏の歯茎に押し付け、前舌面を低く、

後舌面を高くして唇を丸めることで形成される。暗く、丸く、硬い Л はロシア歌曲歌唱に

おいて大変重要で印象的な子音のひとつである。 

 

 

 

 

 

                                                   
9 神山孝夫『日本語話者のためのロシア語発音入門』 岡山：大学教育出版、2004 年。39

頁。 
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⑶前口蓋音 

・気息が前口蓋に狭くあたることで作られる子音 Ш[sh]／Ж[zh] 

前項の С、З[s/ z]に比べるとやや鈍い摩擦音を持っており、С、З の音から上下の歯の感

覚を少し広げて舌の先を宙に浮かせ、舌の中腹をやや隆起させることで発音される。有声 Ж

はフランス語の 1 人称単数の人称代名詞 je[ ʒ ]「私」に近い音声である。 

 

 

・気息が前口蓋に狭くあたることで作られる子音 Щ[shh] 

Щ[shh]の音声は、Ш[sh]よりも舌の先端が前に出て、唇を横に軽く引いて発音する。(例：

вещь /veshh’）。日本語の「しっぽ(尾)」の「し」を伸ばした音に似た音声である。 

 

 

・舌が前口蓋に働きかけることで破裂を作る子音 Ч[ch] 

八杉貞利著『ロシヤ語発音五時間』(大学書林、1956 年)においては[ch]ではなく[tʃ]と紹

介されている。子音が浅くなってしまいがちな日本人の感覚からすると、[ch]の前に湿った

少々丸みのある t を入れ、舌を 0.2 ミリ程引くようにイメージすると良い。子音の発音面だ

けでみると Ч と Ц は混同してしまいそうだが、Ц はツ、Ч はチに近い。歌唱の際、母音の

位置に移るまでに少々時間がかかる。鋭さよりも、丸みを帯びた印象の子音である。 

日本語のチから唇の両脇への引きを弱めれば出るとされており、英語の church のような

唇の丸みは伴わない。10 

 

 

・舌が前口蓋に働きかけてふるえる子音 P[ r ] 

会話の場合、[ r ]の巻き舌の回数は、語の頭や子音の前後で 1~2 回、母音間で 1 回、語末

では 3~4 回を目安とされており11、歌唱の場合は最低 1.5 回以上巻くと良いだろう。И[ i ]

母音と一緒になると前舌面はより前に出て腔内を狭くしながら発音する。(例:рим /rim) 

柔らかい巻き舌が望ましい。 

                                                   
10 神山孝夫『日本語話者のためのロシア語発音入門』 岡山：大学教育出版、2004 年。

33 頁。 

11 城田俊『ロシア語の音声 音声学と韻律音』 東京：風間書房、1979 年。60 頁。 
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P の特殊な発音方法として、舌ではなく口蓋垂を震わせる、フランス風な[ r ]の音声を用

いることがある。これは主に舞台などで格式の高い、嫌みのある貴族風の印象を際立たせた

い時に用いられ、歌唱の手段として効果を発揮する可能性のあるものである。 

 

 

⑷奥舌音 

・奥舌面が軟口蓋に近い所に接して閉鎖音を作る子音 К[ k ]／Г[ g ] 

 

・奥舌面が軟口蓋に近い Х[kh] 

舌全体が後ろに引かれ、奥舌面が盛り上がって軟口蓋との距離が狭まり、К[ k ]／Г[ g ]よ

りも奥で発せられる音声である。しばしば、ドイツ語の Nacht の ch と引き合いにだされ、

ほぼ同じ音であるとされている。 

本論文では[kh]と表記しているが、歌唱の、特に女声の場合、k の閉鎖音は必ずしも重要

ではなく、寧ろ旋律優先で柔らかい気息を用いる事が多い。例えば、力点位置にない Х は

基本的に、日本歌曲における「枯れ葉」「花」程度の発音の柔らかさと考えて良い。但し、

X が力点位置にある場合や、今回取り上げる≪風刺(過去の情景)≫の第３曲<子孫>等に代表

されるような、特殊な緊張感やリズム感を強調したい場合には、喉からの k 音を用いる場

合がある。しかし、女声の場合は特に、しなやかにメロディー上に滑り込む息の美しさが優

先される。 
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第二章  取り上げる歌曲集に関して 

１．ショスタコーヴィチの歌曲集《風刺（過去の情景）》について 

 

 第一章ではロシア歌曲の歌唱音声の基本について述べた。第二章では本論文の中心とな

る、ショスタコーヴィチの歌曲集《風刺（過去の情景）》について論じる。 

 

  

歌曲集《風刺（過去の情景）》Op.109 

作曲者：ショスタコーヴィチ、ドミトリイ・ドミトリエヴィチ（1906‐1975） 

詩人：サーシャ・チョールヌイ 

本名 アレクサンドル・ミハイロヴィチ・グリクベル (1880－1932) 

作曲年：1960年 6月 

初演情報：1961年 2月 22日、モスクワ音楽院小ホール 

ガリーナ・パーヴロヴナ・ヴィシネフスカヤ(Sop.) 

ムスティスラフ・レオポリドヴィチ・ロストロポーヴィチ(Pf.) 

 

サーシャ・チョールヌイは「銀の時代」の風刺詩人、児童文学作家である。1880年オデ

ッサに生まれ、1908年~1911年には、ユーモア文学の歴史の中で重要な位置づけにある

風刺雑誌『サチリコン』で活躍、自身も編集同人として制作に携わった。(本論文で取り上

げる全 5曲の歌曲集のうち、2曲は『サチリコン』の中に収録されているのを確認し

た。)1910年に詩集『風刺』を出版し、彼の、鋭く辛辣で特に政治的な詩はたちまち社会

に反響を呼び、幾度となく検閲によって発禁に追い込まれた。同時代の評論家コルネイ・

チュコフスキー12はチョールヌイについて「反動主義時代とつかみ合いの小競り合いを

し、彼の凶悪で嘲笑的な詩をもって殴りかかった」13と述べている。第一次世界大戦中は

軍の野戦病院に配属され、前線にも従軍し、1919～1920年にリトアニアの国籍を得て亡

命した。1921年にはベルリンの出版社から『風刺』が再版されている。 

                                                   

12 Корней Иванович Чуковский,(1882‐1969)ロシアの詩人、作家であり、評論家。 

13 Schostakovich, Dimitri Dmitrievich. Satires. Sergei Leiferkus. Songs and Waltzes: 

UCCG-1324 (CD). Recorded 2005, released 2006.冊子情報。 
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ソ連においては彼の存在は無視され続けてきて、ようやくレニングラード〔現サンク

ト・ペテルブルグ〕で『風刺』が再出版されたのは 1960年のことだった。その年の夏、

ショスタコーヴィチは詩集を手に取り一気に読み進めると、わずか 2、3日で 5篇からな

る歌曲集を完成させた。 

チョールヌイの詩が個性的で重要視された理由は、用いられている技巧が大変洗練され

ていたことによる。児童文学作家でもあった彼の詩は主題や語彙に富み、文体は時に抒情

を交えた嘲弄と残酷さをたたえていて、厳しく醜い言葉で書き記された。同時にそこには

皮肉に満ちたユーモアが溢れ、その魅力は 100年以上経った現在においても人気を保って

いる。 

ショスタコーヴィチはこの歌曲集について「…だがわたしはまた楽しい経験も味わっ

た。革命前の名だかい諷刺詩人サーシャ・チョールヌイの詩によって諷刺的ロマンスを五

曲つくったのである。辛辣な彼は、一九〇五年の革命後にやってきた反動期の俗物どもを

手ひどい皮肉をあびせて嘲笑している。神秘のふところに身を投げて狭い個人的な小世界

にかくれようとしたものどもをチョールヌイは毒々しく描いている…」14と語っている。15 

直筆譜のタイトル部分には《風刺、サーシャ・チョールヌイの詩による５つのロマン

ス、グランドピアノによるソプラノのために》と記入され、親交の深かったソプラノ歌

手、ガリーナ・パーヴロヴナ・ヴィシネフスカヤに献呈された。初めてヴィシネフスカヤ

が作曲家の弾き語りでこの曲集を聴いたとき、彼女はその魅力的で痛快なブラックユーモ

アに、椅子から立ち上がれなくなるほどの衝撃を受けたという16。出来栄えを称賛したヴ

ィシネフスカヤに対し、ショスタコーヴィチはある懸念を口にした。それは、50年も前の

詩を扱っているとは言え、歌詞に込められた社会批判の側面が鋭すぎる事で、今の雪解け

                                                   

14レフ・グリゴーリエフ、ヤーコフ・プラデーク『ショスタコーヴィチ自伝―――時代と

自身を語る』ラドガ（虹）出版所訳、モスクワ：ラドガ（虹）出版所、1983年。311頁。 

15 1905年の革命とは   工場労働者とその家族による平穏な請願デモに官憲が発砲した

「血の日曜日事件」をきっかけとして、暴動と騒乱とストライキが全国に広がった、1905

年 1月の事態を、「第一革命」と呼ぶ。1917年の 2月革命、10月革命に先んずる革命とい

う意味で、この名で呼ばれている。 

16 Шостакович, Дмитрий Дмитриевич. Посвящение Галине ВИШНЕВСКОЙ. 

Санкт-Петербург : Композитор, 2012. 
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の時代17にあってもきっと当局が許さないだろうということだった。そこでヴィシネフス

カヤは歌曲集名を《風刺》から、《風刺、過去の情景》という題に一旦差し替えておくこ

とを提案した。「過去の、というのは 100年前の事だけを指すのではない。昨日だって過

去じゃない。きっと聴衆は分かってくれるし、検閲も納得するわ」18。ショスタコーヴィ

チはその案を大層気に入り、これで晴れて 1961年 2月 22日、モスクワ音楽院小ホールで

初演が取り行われる運びとなった。当日のプログラムは、前半にムソルグスキー《死の歌

と踊り》とダルゴムィシスキーの歌曲作品を収め、後半にはプロコフィエフの《アンナ・

アフマートヴァの詩による 5つの歌曲》と《風刺》を演奏、《風刺》を聴いた観客からは

怒号のような歓声が鳴りやまず、2回もの全曲アンコールがなされた。 

その後、1966年にレニングラード・フィルハーモニーの小ホールで今度はヴィシネフス

カヤとショスタコーヴィチのコンビによって歌曲集は再演され、その模様はレニングラー

ドのテレビで度々放映された。 

しかし、楽譜の出版は思うように進まず、1967年に楽譜がピースの形で出版されたもの

の、この歌曲集の核であり一番辛辣な第 3曲目＜子孫＞は除外された。そして全曲が出版

されたのは、ショスタコーヴィチの死後の、1984年のことだった。ヴィシネフスカヤはシ

ョスタコーヴィチが亡くなった後も、自身こそがこの歌曲を献呈された演奏家であるとい

う使命感を持ち続け、1994年にはペテルブルクのテレビ局と連携して、かつてのショスタ

コーヴィチとの録音に映像をつけた単独主演のミュージックビデオを発表している。ま

た、1995年には EMIから、他作曲家作品も含めた、彼女のための歌曲を集めた CDを出

版している。 

 

 

 

 

                                                   

17「雪どけ」は、ロシア作家エレンブルグの 1954年の小説『雪どけ』から生まれた言葉

で、1953年のスターリン死後の一時期のソ連の国内外に対する緊張緩和政策、緊張緩和状

況を表すようになった。この時期、ソ連国内では、それまでの厳しい社会主義政策に基づ

く国民に対する締めつけが緩くなった。 

18 Шостакович, Дмитрий Дмитриевич. Посвящение Галине ВИШНЕВСКОЙ. 

Санкт-Петербург : Композитор, 2012. 
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初演者であるソプラノ歌手、ガリーナ・ヴィシネフスカヤはこの歌曲集についてこう語

っている。19 

 

――――各曲の冒頭に出現する「詩タイトルの読み上げ」は無表情に、コンサートで曲を紹介するときの

ように淡々と感情なく読まなければなりません。歌手はその先の音楽の展開を予想させないよう

に。そのあとのピアノに任せておけばいいのです。そうすることで、様々なイメージを作り出す

事が可能となり、その状況、役柄に入り込む事が出来るのです。 

 

――――演奏家は第 3曲<子孫>に対し、まるで自分自身について書かれているかのように誠実に向き合

わなければなりません。この曲は、ここで今、私たちが生き、直面している事に繋がっているの

です。 

 

――――この歌曲を勉強するのに、劇場でオペレッタや色々な舞台で積んできた経験が役に立ちました。

この歌曲集はオペラの声を持った劇場歌手のために書かれたとでも言うべき作品で、これを演奏

するには、プロフェッショナルな歌手の力量だけではなく、様々な役に入り込む才能が必要で

す。それに、器楽曲に類似したテクニックも必要になってきます。(中略) 歌手は聴衆に好まれよ

うとしてわざとこの歌曲をミュージックホール（19世紀～20世紀の大衆演劇場）のように扱っ

たり、音楽を下品なものにしてはなりません。 

 

――――近年、サブタイトル（「過去の情景」のこと）は無くしてしまってもいいのではと思う時もあり

ます。でもそれは彼の決めたこと。それこそが彼の書いた作品なのだから、今となっては変える

べきではないでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

19 in the same book. 
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この歌曲集《風刺（過去の情景）》の特徴としては、大きく以下のものが挙げられるだ

ろう。 

⑴ 効果的な歌詞をショスタコーヴィチは意図的に繰り返している。それにより、滑稽な

芝居がかった表現を強めている。 

⑵ 全ての曲は各々の詩タイトルの朗唱から始まっている。→第三章冒頭で後述。 

⑶ チョールヌイは第 2曲、第 5曲において、有名な他文学作品から句を引用し、パロデ

ィ化している。ショスタコーヴィチはチョールヌイに応える形で、同じように既存の

音楽作品から旋律を引用(もしくは旋律を暗示)することで、風刺の辛辣さを強めてい

る。→第二章２節(次節)で後述。 

 

 

チョールヌイが風刺したのは、第一革命失敗後、浅薄な思想と無意味な激情に身を委ね

たまま姑息な生活に走ったロシアのインテリゲンチャ(知識人)たちの精神的空虚さ、さも

しさ、精神の荒廃、モラルの低下である。嘘、偽善、官僚主義、暴力、不正、高慢さ、卑

劣、下品、粗野を嫌悪した詩人の風刺がショスタコーヴィチの心に深い共感をもたらし

た。そして時代を超え、この作品は腐敗したソヴィエト社会の現状に対する不満として聴

衆に受け入れられたのである。チョールヌイとショスタコーヴィチそれぞれの時代に対す

る強烈な社会批判は、第 3曲に如実に表れている。そして、この曲に込められた社会への

反発は、時代や国境を超えて、現代、私たちの生きている足元の地盤に対しても警告を発

し続けているのだ。 
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２．歌曲集≪風刺（過去の情景）≫における他作品からの引用と暗示 

 

 この歌曲集の大きな特徴の一つは、「他人が作った著名な文学作品、音楽作品から言葉や

旋律を選び取り、それらを直接引用したり、作品の中に暗示させることで、聴衆をその世界

の深みへと引き込んでいく」という点であろう。先ず、『ショスタコーヴィチ新全集』20に掲

載されている引用と暗示を以下にまとめる。   

 

・詩人サーシャ・チョールヌイは 2 曲目の<春の目覚め>というタイトルを、フランク・ヴ

ェーデキントの戯曲タイトル<春の目覚め>から踏襲した。 

・その曲中の歌詞「Зелёный шум」(緑のざわめき)は、ニコライ・ネクラーソフの作った

有名な詩のタイトル《緑のざわめき》から取っており、春の自然が芽吹くのを表現している。 

・同じく 2曲目 ｢Как много дум наводит он!｣(何と多くの想いを起こさせることか！)は、

アイルランド人トーマス・モアの詩《夕べの鐘》から一句を抜き出したものである。ロシア

では、イヴァン・コズロフによって訳された大衆歌曲《夕べの鐘》が知られている。 

・作曲家ショスタコーヴィチはこの 2 曲目の随所にラフマニノフの歌曲《Весенние воды》

(春の水)の音楽を引用している。 

・同じく、2 曲目には童謡《Чижик-Пыжик》(チージク・ピージク)、民謡《Aх вы, сени 

мои, сени,》(ああ貴方は私の憩い)の旋律が引用されている。 

・5 曲目の冒頭には、作曲家によって、ベートーヴェンのクロイツェル・ソナタとチャイコ

フスキーのオペラ《エフゲニー・オネーギン》の断片が引用されている。 

 

 

第 2 節ではこれら上記の引用 8 点に、今回新しく提案する 2 点を加えた 10 点を譜例毎に

確認し、それらが曲に与える印象と歌唱に与える影響について考察する。 

【新しく提案する、ショスタコーヴィチによる暗示された旋律 2 点】 

・2 曲目「Зелёный шум」(緑のざわめき)はラフマニノフのカンタータの合唱旋律を真似

ている。 

                                                   

20 Schostakovich, Dimitri Dmitrievich. New Collected Works. (9) Moscow: Dimitri 

Publishers(DSCH), 2010.178~179 頁。 
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・2 曲目 ｢Как много дум наводит он!｣(何と多くの想いを起こさせることか！)は、アリ

ャービエフの歌曲《夕べの鐘》の旋律を仄めかしている。 

 

 

この歌曲集に隠された既存旋律からの引用、暗示の特徴は以下の 4 つにまとめられる。 

⑴ 引用、暗示は 2 曲目と 5 曲目に集中している。また、詩人サーシャ・チョールヌイに

よる引用もこの 2 曲に収まることから、ショスタコーヴィチの行った引用、暗示は、この

詩の「文学作品の一節を皮肉の材料として模倣しつつ語っていく」という特性に音楽でも

呼応することで、より多面的に歌曲を構築していく事を狙ったものであると考えられる。 

⑵ チョールヌイの詩は社会風刺の側面を持ち、かつ既存の文学作品からの一句を取り入

れることで機知に富んだ様相となっている。ショスタコーヴィチは意図的にその文学作品

から関連する旋律アイデアを引っ張ってくることで、詩人チョールヌイの言葉遊びや皮肉

をきつく強調することに成功している。 

⑶ 引用、暗示の殆どはピアノパートに現れている。 

⑷ 詩人から誘発されたのでなく、ショスタコーヴィチが自発的に旋律を選び引用してい

る箇所は四箇所ある。これらの引用元はラフマニノフの声楽作品から子供の遊び歌まで幅

広いが、対象となる作品は誰が聞いても分かるような有名な旋律を選んでおり、児童文学

作家でもあった詩人の遊び心を取り入れると共に、聴衆に対して詩の世界をより深めて聴

かせている。 

それでは実際に、どのように引用がなされているのかを具体的に分析し、第三章への足

掛かりとしておく。 

 

 

第 2 曲目<春の目覚め>における引用旋律 

<春の目覚め>という題は、ドイツの劇作家フランク・ヴェーデキント(1864-1918)の戯

曲『春の目覚め』21(ペテルブルクでは 1907 年に初演22 )から取られている。ここでは 14

                                                   

21 Wedekind, Frank. Frühlings Erwachen, 1891. 

22 Schostakovich, Dimitri Dmitrievich. New Collected Works. (9) Moscow: Dimitri 

Publishers(DSCH), 2010. 
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才の子供たちが迎える思春期の葛藤や性の目覚めが描かれており、季節としての春ではな

く、青年へと成長していく子供たちの様子を「春の目覚め」と表現している。モヤモヤと

した感情を抱えた子供たちが、大人の押し付ける、自分たちにとって窮屈な都合から逃れ

ていくことによって、舞台は最悪な結末へ向かっていく悲劇的な話である。この題目を二

曲目の題と重ねたのには、曲中に登場する発情期の活動的な雄猫（第三章 49 頁の対訳参

照）と、ヴェーデキントの戯曲に登場する、公然と外に表すことは出来ないながらも性に

対する興味を抑えきれない少年たちとの対比を意識したものであろう。 

そうした両極端の性格を引き立たせる為、演奏の際は、5~6 小節目において、少年たち

への抑圧と抵抗を表現して悲劇に向かう予感を匂わせ、7 小節目からは打って変わって、

努めて明るい調子で開放的な、悩みのない旋律に入るのが良いだろう。この明るい旋律テ

ーマはラフマニノフの歌曲<春の水>をイメージしており、思「春」期から「春」の季節へ

と聴衆のイメージを拡大するのに打ってつけの題材である。 

[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 2 曲<春の目覚め>冒頭23] 

 

 

                                                   

23 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集

２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 

ff  抑圧からの爆発  極めて明るいラフマニノフの模倣   

 

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

少年たちの悲劇 
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[ラフマニノフ 《12 の歌曲》 Op.14  第 11 曲<春の水>冒頭24] 

 

曲中随所に現れるラフマニノフの旋律はロシア人にとって春の幕開けをイメージさせ、

雪解け水が勢い良く湧き出し川になる様子を描いている。その旋律をまねることで、ショ

スタコーヴィチは春という季節と発情期の猫の騒々しさを表現するとともに、この詩の主

人公である「彼」の「焦燥感」をも表現している。 

 

 

 

 

その後 31 小節目に出てくる「Зелёный шум」[Zɛljonəi shum] (緑のざわめき)という句

は、ロシアの有名な詩人ネクラーソフ(1821～1878)の代表的な詩の題名を思い起こさせ

る。この作品は冬に、浮気された夫が妻を殺そうと思い詰めるも、自分の緊迫した感情は

春の息吹のざわめきに委ねることに決め、大自然と神への敬愛を思い出したことで心が解

きほぐされるという内容である。チョールヌイの詩においては、部屋の小さなサボテンが

「めきめきと」成長することとネクラーソフの雄大で壮大な命の芽吹きとを対比させたユ

ニークな一節となっている。 

ショスタコーヴィチはこの場面において、1902 年にラフマニノフがこのネクラーソフの

詩を用いて作ったカンタータ、《春》Op.20（バリトン独唱と混声合唱付き管弦楽）から、

                                                   

24 Рахманинов Сергей Васильевич. Весенние воды. by Pavel Lamm, Zarui Apetovna 

Apetian. Moscow: Muzgiz, 1957. 
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チョールヌイが引用した一節とまさに同じ場面の旋律アイデアを使用している。この箇所

は引用元の音価と音程とは若干違いがあるためか、ショスタコーヴィチ新全集には掲載さ

れていなかった。しかし筆者にはこの部分で聴覚的に聞こえる響きはまさにラフマニノフ

のカンタータであると感じている。 

 

 

[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 2 曲<春の目覚め> 32 小節アウフタクト25] 

 

 

 

 

次頁[ラフマニノフ カンタータ《春》 Op.20 44 小節26] 

 

                                                   

25 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集

２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 

26 Рахманинов Сергей Васильевич. Весна Op.20. Москва: A. Gutheil, 1903. 

「緑のさわめき…」 
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44 小節 
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これはラフマニノフのカンタータにおけるコーラスの第一声であり、オーケストラが 3

連符でゆったりとした自然美を讃える中、“Идёт гудёт,зелёный шум!”と神秘的なユニゾ

ンで高らかに歌われる。3 連符を背景に 4 分音符を歌うこと、また、歌唱旋律は鐘が鳴る

ような反復音型であることが共通し、ラフマニノフは зелёный のアクセント、ё を少しテ

ヌートする事が慣例であり、ショスタコーヴィチはこの特殊な音価の微妙なズレを多少大

げさに譜に反映させることで、印象的な提示を成功させている。それに、町中に響き渡る

鐘のようなラフマニノフの旋律は、大人数の合唱の中で益々響きが高くなり、ショスタコ

ーヴィチと益々酷似して聴こえるのである。 

 

 

 

その後、サボテンことを ｢Как много дум наводит он!｣(何と多くの想いを起こさせる

ことか！)と言う箇所がある。これは『ショスタコーヴィチ新全集』には「この詩の一句は

アイルランド詩人トーマス・モア(1779-1852)の詩《夕べの鐘》の一節であり、イヴァン・

コズロフによって 1827 年に露訳された詩は、《Вечерний звон》(夕べの鐘)という題でロ

シアにおいて大変有名な大衆歌曲になっている。」27とある。しかし筆者は、ショスタコー

ヴィチが≪風刺（過去の情景）≫に引用したのは大衆歌曲の《Вечерний звон》ではな

く、同名の、1828 年作曲のアリャービエフの歌曲作品であっただろうと申し添えておきた

い。 

アリャービエフの歌曲《夕べの鐘》は、断腸の想いで離れた故郷に思いを馳せる、苦痛

を伴った悲しい歌曲であるのに対して、大衆歌曲は郷愁を落ち着いた心で朗々と詠唱する

作品となっている。作曲家がどちらの歌曲を想定していたかを知る事はこの箇所の演奏方

法を考察する上で大変重要であると考え、ここでアリャービエフとショスタコーヴィチの

楽譜を比較し、類似性を確認したい。 

 

                                                   

27 Schostakovich, Dimitri Dmitrievich. New Collected Works. (9) Moscow: Dimitri 

Publishers(DSCH), 2010. 
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まずショスタコーヴィチの楽譜を見ると、34 小節目アウフタクト「Как много дум 

наводит он!」の旋律は上行型を辿っており、サボテンがめきめきと育っていく様子が歌

われている。 

 

[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 2 曲<春の目覚め> 24 小節28] 

 

 

次頁のアリャービエフの楽譜には同じような上行型が見られ、素朴な旋律の中に秘めら

れた苦痛や切迫感が表れている。(3 小節目) 

 

次頁／[アリャービエフ 歌曲《夕べの鐘》冒頭29] 

                                                   

28 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集

２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 

29 Алябиев Александр Александрович. Вечерний звон. Полное собрание романсы и 

песни(1). Boris Dobrokhotov ,R. Rustamov. Moscow: Muzyka, 1974. 
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上行型で空まで破る勢いがある 

 

 

    

上昇・・・半音下がって・・・再び上昇 
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《風刺（過去の情景）》の中に故郷を痛切に想うこの一節が突如挿入されることで、ロ

シア人の多くは、「部屋の小さなサボテンはめきめきと育ち」、それはまるで「雄大な緑の

芽吹き」のようであり、その自然の深さは「なんと痛ましく故郷への想いを起こさせるこ

とか！」とイメージを次々と重ねていく奇天烈な展開に笑ってしまう。 

アリャービエフは上昇しながらもフレーズの終わりを見据えてピアノが尻すぼみの下降

を辿るが、ショスタコーヴィチはこのアリャービエフの上行型旋律を仄めかしながら、最

後は手のひらをかえしたように天にまで突き抜ける豪快さと快活さを表現している。 

上昇 ・・・ 

・・・右手が沈みこんでいく 

歌唱旋律は同じく上行型 
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第 2 曲目には他にも 25～26 小節目に童謡《Чижик-Пыжик》(チージク・ピージク)の

旋律が、36～41 小節に民謡《Aх вы, сени мои, сени,》(ああ貴方は私の憩い)の旋律が出

現する。     

[童謡《Чижик-Пыжик》(チージク・ピージク)30冒頭] 

 

[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 2 曲<春の目覚め>24 小節31] 

 

 

                                                   

30 DITKU2030.http://notyy.ru/%D0%BD%D0%BE%D1%82%D1%8B-%D1%87% 

D0%B8%D0%B6%D0%B8%D0%BA-%D0%BF%D1%8B%D0%B6%D0%B8%D0%BA/ . 

Last accessed August 15, 2016 

31 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集

２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 
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[民謡《Aх вы, сени мои, сени,》(ああ貴方は私の憩い)冒頭32] 

 

 

 

 

[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 2 曲<春の目覚め>36 小節33] 

 

 

 

 

 

 

                                                   

32 Aх вы, сени мои, сени. http://a-pesni.org/rus/ahvyseni.htm. Last accessed August 

15, 2016.  

33 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集

２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 
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第 5 曲目≪クロイツェル・ソナタ≫における引用旋律 

この題は元々、1803 年ベートーヴェンが作曲した、ルドルフ・クロイツァー(1766-

1831)に捧げられたヴァイオリンソナタ第 9 番34のタイトルである。その作品からインスピ

レーションを受けた文豪トルストイ(1828-1910)は 1899 年に同名の中編小説を発表した。

それを受けてサーシャ・チョールヌイが 1909 年に詩を制作、時を経て 1960 年にこの歌曲

が誕生したという約 160 年に渡る経緯がある。 

トルストイの中編小説に登場するのは妻の不貞を疑う主人公であり、女性にとって性的

な情事が男性とは平等でないこと、女性が自分の欲望に従って男性を選ぶ権利を持ってい

ないことが問題だ、と乱れた世の風紀を嘆き、妻を一途に愛するが故に苦しむ物語であ

る。(作中ではこのソナタを、主人公の妻と、主人公に妻の愛人だと勘違いされているヴァ

イオリニストの男との 2 人によって演奏される。彼らが深夜仲睦まじく演奏している場面

に遭遇した主人公は、二人の関係を確信してヴァイオリニストを殺そうとするが、それを

止めに入った妻を誤って殺してしまう。) 

それに逆行して、チョールヌイはこの詩の中で一過性の欲望によって関係を持つ二人

を、しかも女性と男性とを対等な立場(寧ろ女性優位)で描いている。そうした詩に対し、

ショスタコーヴィチはタイトルを歌唱した後に間奏を約 40 秒35と長くとり、その間にベー

トーヴェンの<クロイツェル・ソナタ>第一楽章冒頭と、チャイコフスキーのオペラ≪エフ

ゲニー・オネーギン≫からレンスキーのアリア36の 2 つの作品を引用することで、嫉妬に

苦しむ純朴な男の姿を聴衆にイメージさせることに成功している。そして、これら 2 人の

人物像を皮肉たっぷりに取り入れることで、ショスタコーヴィチはこの詩の登場人物であ

る、役に立たない、暇を持て余した下宿人(インテリゲンチャ)は「恋だの愛だのに身を焦

がすしかないような、まったくもって生産性のない男である」と伝えているのである。音

                                                   

34 Beethoven,Ludwig van. Violin Sonata. No.9,Op.47,1802-04 

35 Шостакович Дмитрий Дмитриевич. Сатиры-картинки прошлого. (Video) 

Галина Вишневская. музыкальныe программы,1994. 

https://www.youtube.com/watch?v=auChkyNoJv0. accessed August 15, 2016 

36 Чайковский Пётр Ильич. Куда,куда вы удалились, Евгений Онегин,Op.24, 1877-

78 
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楽は美しく痛ましいレンスキー像を匂わせた後に突如として明るく突き抜けた雰囲気に切

り替わることで、非生産的な下宿人と明るい掃除婦フョークラとのコントラストを浮き立

たせている。（第三章 91 頁対訳参照） 

 

 

 

[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 5 曲冒頭37] 

6~9 小節が<クロイツェルソナタ>、14~15 小節がレンスキーのアリアからの引用 

 

                                                   

37 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集

２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 

 

ベートーヴェン 

 

 

 

                              レンスキーのテーマ 

 

 

 

          れ 
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[ベートーヴェン <クロイツェル・ソナタ>第一楽章冒頭38]  

 

 

[チャイコフスキー ≪エフゲニー・オネーギン≫より<どこへ行ってしまったのか>冒頭39] 

 

このレンスキーの旋律は≪風刺（過去の情景）≫において 2 回効果的に引用される。 

                                                   

38 Beethoven, Ludwig van. Violin sonata No.9, Op 47. Leipzig: Breitkopf und 

Härtel ,Ludwig van Beethovens Werke, Serie 12, 1863. 

39 Чайковский Пётр Ильич. Евгений Онегин. Москва : Югенсон, 1897. 
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この 5 曲目冒頭における引用は、他の箇所と違って一音たりとも変更することなく譜に

写し取っているので、ここがそれらの引用であることを広く聴衆に知らしめるような演奏

を心がけるべきである。演奏者は大げさな程に、しかし曲のバランスの中で突出しない様

気を付けつつも、ベートーヴェンの調和のとれた和音、レンスキーの情熱的で抒情的な憂

いに満ちたヴィオラから始まる弦楽器の音色を主張しなければならない。 
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第三章 歌唱音声の工夫という観点から見た、≪風刺(過去の情景)≫への実践的考察 

 

ここでは実際に歌曲集の詩を読み解き、旋律と融合させる際に音声の工夫によってどの

ような演奏効果が狙えるのか、歌唱音声としてどこまで表現できるのかを探る。また、演奏

解釈についても考察することでこの歌曲集への理解を深めたい。 

まず、ロシア語の会話音声と歌唱音声の基本については第一章で述べた。この章の核とな

るのは、指導教員である永井和子先生と、モスクワ音楽院で過去 13 年間教鞭をとり、現在

はノーヴァヤ・オペラ劇場の専属メゾソプラノ歌手であるイリーナ・ロミシェフスカヤ女史

の指導による実践である。筆者は女史にこの歌曲集の指導を仰ぎ、ロシア歌曲の発音、音楽

の捉え方等について多くのこと教えていただいた。また、劇場ピアニストのタチヤーナ・ソ

トニコヴァ女史からも歴史的な背景、ロシア人の感覚、表情などを学び、短期間ではあった

が、二人の芸術家からは抱えきれないほどのエッセンスと、こう歌いたいと思うような理想

の世界を見せていただいた。それらは大切に日本に持ち帰り、現在にいたるまで永井和子先

生の元で少しでも理想に近づくべく研究を重ねてきた。日本人である自分には気付かなか

ったロシア人のセンス、モスクワで教えを乞うた二人の素晴らしい芸術家の感覚を元に、こ

の歌曲を読み解いていきたい。（第三章の譜面は主に全音楽譜出版社の『ショスタコービッ

チ歌曲集２』40を使用しており、今回、借用に際し出版社から許諾を得た。） 

  

以下は各曲の冒頭である。ショスタコーヴィチはチョールヌイの詩集から自由に 5 篇を

選び取って作曲した。各曲の冒頭部分は全て単音の音から入り、簡素で似たような体裁を備

えている。 

 

                                                   

40 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集

２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 

１．批評家へ              「批評家へ」 
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２．春の目覚め        「春の目覚め」 

３．子孫           「子孫」 

４．思い違い 

５．クロイツェル・ソナタ      「クロイツェル・ソナタ」 

「思い違い」 
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5 つの歌曲は全て、同じ単音が 2 回以上鳴ってから歌手がタイトルを朗唱する形で始ま

る。これはロシアのテレビ番組でよく見られるような、司会が「次の曲は～です」と紹介す

るイメージで書かれ、どの曲にも類似した音楽を充てる事で、始まりの合図を知らせるとい

う意味合いを持っている。 

また、簡素で余分なものを極限までそぎ落とした音を曲の冒頭に置くことで、聴き手の意

識は毎回決められた位置に引き戻され、そこから始まる世界がより鮮明に、より細かい所ま

でピントが合って視えてくる。それにより、聴き手と演奏家が一緒に拡大された世界を体感

出来るのである。 

 歌手はこの冒頭を他とは明確に区別し、言葉を「何の感情もなく41」淡々と朗唱する事が

必要である。特に 4 曲目までの冒頭の音声は全て腔内を狭く、母音を開かないで歌唱する。

誤解を恐れずに言うのならば、筆者はこの箇所をノシイカのように母音を平たくし、互いを

密着させながら遠くに送りこむイメージを持っている。 

 

 それでは、ここから始まるそれぞれの曲の世界を、1 曲毎に読み解いていく。 

 

 

 

  

                                                   

41 Шостакович Дмитрий Дмитриевич. Посвящение Галине ВИШНЕВСКОЙ. 

Санкт-Петербург : Композитор, 2012. 
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１〈批評家へ〉 

Критику 

Когда поэт, описывая даму, 

Начнёт: “Я шла по улице. В бока 

впился корсет”.- 

Здесь “Я” не понимай, конечно, прямо– 

Что, мол, под дамою скрывается поэт. 

Я истину тебе по-дружески открою. 

Поэт ― мужчина и даже с бородою. 

 

批評家へ 

詩人が貴婦人を描写しているときに 

こう書きはじめる：｢私は通りを歩いていた、す

るとコルセットが脇腹に噛み付いた｣と― 

この｢私｣を勿論そのまま受け取ってはいけません 

貴婦人の裏に詩人が身を潜めているなどとね 

親愛の情をこめて、君に真実を打ち明けよう 

詩人は男で、しかも髭まであるような奴なんだっ

てね。 

Fa-Major、4/4 拍子、Moderato ♩=108 

この詩はチョールヌイの詩集の冒頭に一編のみ斜字で印刷され、詩の上には Всем нищим 

духом(心において貧しい全てのものに)と書かれ、福音書のイエスの言葉をイメージさせ

る。 

最終行は原詩では Поэт ― мужчина. Даже с бородою.となっている。 

 

この曲の魅力のひとつは音程にある。冒頭に Rya と Fa を提示したあと、Fa―Rya を交

互に 3 回行き来して聴く者にこの音程感覚を刻み込むことで、そのあとに続く半音音程を

より癖のある、戯けたような独特なニュアンスで魅せる効果が期待できる。(譜①)よって、

この長三度は硬めの音程感覚でもって、音をノンレガートで歌うのが望ましいだろう。 

二つ目の魅力は、コロン(：)やダーシ(―)が音楽の中で生きていることである。上の譜例の

7 小節目、Начнёт : “Я～[nʌchnjot: “ ja～]「こう書き始める、“私は～」という箇所では、

「：」を境にして、わざとらしい程に大人の女性の艶やかな雰囲気を纏わせて歌唱する。歌

①    3 度音程          半音音程 

② 7 小節コロン： 

女性的な 

ブレスをとる 
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手は、т を拍内に納めたのち、「：」にあてがわれた八分休符をそれまでと真逆の、深い憂い

のある呼吸を取ることで魅惑的な美女を聴衆にイメージさせることが出来る。(譜②) 

16 小節目の по-дружески[pʌ-druzhjɛskɪ]「親愛の情を込めて」の Do と Re♭音(譜③)は、

間に др[dr]が優しく挟まれて Re♭を少し長く、u の口先を少しすぼめて突くような母音にな

ることで、親愛なる君だけに、「こっそりと」暴露してあげようという詩人の含み笑いが透

けて見える。ここはその前の Я истину[Ja istɪnu]と共に、この曲の特徴である「音程の面

白さ」の点から言う「癖のある半音進行」を実現している。それにより、その後の Do―Mi♭

の音程幅が広く感じられて明確にオチがきたと分かるのである。(譜④) 

 

オチとなる譜④からの短 3 度の繰り返しは、「詩人はまさかの男」という箇所に大きな驚

きを持って、мужчина[mushhinə]「男性」を大げさに堂々と歌う。ここのダーシは、「詩人

＝男」というイコールの意図があるので、母音の流れを切らさないように留意する。更に、

「してやったり」のニュアンスを聴かせる為に、歌手はダーシの前の Поэт[pʌɛt]「詩人」の

т を早めに切り上げてから、跳び箱のように Do の音で跳ね、жчи[sshi]の i を突き抜けた輝

かしい母音になるようにする。その後にくる鼻音 на は、音程は下がるけれども i の母音か

③  др 半音 「親愛なる君に暴露しよう」          半音   「真実を君に」 

短 3 度が 

半音に比べてずっと

広く感じる 

④ 

ダーシ 

「詩人は男で、髭まであるような奴だってね」 

т жчина      с бо-ро- до-  ю 
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[第１曲、15~25 小節] 
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ら н を同じ位置に入れ、響きが落ちないように注意する。最後の с бородою[z bərʌdoju]に

おける最高音 до は、それまでの с боро[z bərʌ]が「ア」の音声であることが幸いして大変響

きが乗りやすい。дa[da]というつもりでその前からの母音の繋がりを整え、口の形のみを o

にすることで一定の滑らかな歌唱が実現する。 

поэт[pʌɛt]「詩人」の o は例外として「ア」か「オ」、もしくはその中間で発音し、どちら

かに偏っても問題ない。3 曲目の поэтa[pʌɛtə]「詩人」、4 曲目の поэтесса[pʌetɛssə]「女詩

人」も同様に扱う。 

 

 後奏は音が少ないのでテンポを速めたり揺らしたりして弾きたくなるが、続く第 2 曲目

がこの曲と同じ調性、拍子、テンポ指示で書かれていることと、この歌曲集は全曲通して意

図的に冒頭を同じような始まりにしていることから、1 曲目の冒頭から 2 曲目 7 小節目ま

での間中、一貫したテンポ感を守り抜くことによって、「毎曲冒頭に聴き手の意識を同じ位

置に引き戻す」歌曲集の特性の提示という点で良い効果が期待できる。 

それゆえこの後奏はテンポを守って奏することが望まれるが、敢えて変化をつけるとす

るならば、タッチの強さや強弱を変える程度にとどめておくのがよい。そうすることによっ

て、ショスタコーヴィチが供している「皮肉」を楽しむことができるのである。 
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２〈春の目覚め〉 

Пробуждение весны 

Вчера мой кот взглянул на календарь 

И хвост трубою поднял моментально, 

Потом подрал на лестницу, как встарь, 

И завопил тепло и вакханально : 

   “Весенний брак! Гражданский брак! 

          Спешите, кошки, на чердак...” 

 

И кактус мой - о, чудо из чудес! 

Залитый чаем и кофейной гущей, 

Как новый Лазарь, взял да и воскрес 

И с каждым днём прёт из земли всё пуще.      

Зелёный шум... Я поражён : 

           “Как много дум наводит он! ” 

 

Уже с пaнелей смёрзшуюся грязь, 

Ругаясь, скалывают дворники лихие, 

Уже ко мне забрёл сегодня “князь”, 

Взял тёплый шарф и лыжи беговые… 

     “Весна, весна! - пою, как бард,- 

       Несите зимний хлам в ломбард” 

 

Сияет солнышко. Ей-богу, ничего! 

Весенняя лазурь спугнула дым и копоть, 

Мороз уже не щиплет никого, 

Но многим нечего, как и зимою, лопать... 

        Деревья ждут... Гниёт вода, 

        И пьяных больше, чем всегда. 

 

春の目覚め 

昨日家のオス猫はカレンダーをちらっと見ると 

たちまち尻尾をピンと立てて、 

昔のように階段を一目散にかけあがって 

熱っぽくバッカスのようにわめきだした : 

   ｢春の結婚！無宗教の自由な結婚！ 

屋根裏へ急いでくださいメス猫のみなさん…｣ 

     

そして私のサボテンは――おお、奇跡の中の奇跡

よ！お茶とコーヒーの茶がらを遣っていたが 

まるで新生のラザロのように突如として復活し 

日毎に地面からめきめきと育っている 

緑のざわめき…私は息をのむ 

「なんと多くの想いを起こさせることか！」 

 

歩道のぬかるみは既に凍てつき、威勢のよい 

門番達がそれを怒鳴りながら割り剥がしている 

「公爵」は今日私のところへ不意にやってきて 

暖かい襟巻きと競争用スキーを借りていった… 

「春よ、春よ！― 私は吟遊詩人のように歌う― 

 冬のがらくたは質屋へ持っておいきなさい」 

 

お日さまは輝き、全くもっていい調子！ 

春の群青色が煙とすすを追っ払い 

冬将軍はもうだれにも噛み付かない 

でも多くの人には冬と同様食べるべきものもな

く…    木々は待つ…水は腐る 

      そしていつもより多くの酔っ払い 
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Создатель мой! Спасибо за весну! - 

Я думал, она не возвратится, - 

Но... дай сбежать в лесную тишину 

От злобы дня, холеры и столицы! 

         Весенний ветер за дверьми...   

       В кого б влюбиться, чёрт возьми? 

わが創造主よ！春をありがとう！― 

私は思っていた、春はもう復活しないかと― 

でも…静かな森へと逃がしてくれ 

日々のわずらい、コレラと都会から！ 

ドアの向こうで春の風が… 

  一体誰に惚れたらいいんだ？ちくしょうめ 

Fa-Major、4/4 拍子、Moderato ♩=108  

6 行 5 連、ABABCC の交差脚韻と隣接脚韻の複合脚韻。 

ラザロ…聖書に出てくる、死者の復活の体現者 

公爵…本来、「公爵」は前科者の強盗の意味を含んだ隠語であるが、ここでは廃品回収業者

という意味合いが強い。князь「公爵」と、二行前の грязь「ぬかるみ」とが韻を踏んでい

ることで皮肉の鋭さを増している。 

 

 ２曲目以降はチョールヌイの原詩の「―」や「：」等、多くの記号が変更されている。例

えば、曲の最後の「？」は、原詩では「！」となっている。当初、ショスタコーヴィチはこ

の曲集を女声用とするのに、4 連目の Я думал「僕は思っていた」は、Я думалa「私は思

っていた」に変更しようとした。〔ロシア語の動詞過去形は主語の性によって変化する。男

性過去の形だと думал、女性過去だと думала〕しかし、結局変更は行われなかった。 

 

この詩は春をテーマにした、最もチョールヌイの才気が感じられる作品である。ショスタ

コーヴィチはこの詩に、テンポの良い、最後まで勢いの衰えない音楽を付けており、生命力

に満ちたこの歌曲集の中でも特に躍動感と期待感に溢れた一曲になっている。 

詩の舞台は主人公の部屋から始まる。 

 

主人公が自分の部屋でいつもと変わらぬ一日を過ごそうとしていた所に、突如、発

情期になった猫が春の到来を告げた。忘れかけていたサボテンの鉢にふと目をや

ると、それは枯れているどころかしっかりと根をはって、春に対する意気込みを見

せている。「公爵」(当時の廃品買取業者の総称)もいそいそと訪ねてきて、自分の家

の冬物を全部持っていってしまった。「春がきた」、そう歌ってみると、めきめきと

頭は冴え、力が湧いてくるようだ。青空の下、心は霧が晴れたように明るくなり、
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何て幸せな心地よさ！でも…我々の暮らしはちっとも変わらず、このままでは水

も、木も人も腐ってしまう。春が来たのは嬉しいけれど、もうちょっとましに生き

たいものだ！ 

 

主人公はラフマニノフの歌曲を模倣した旋律に乗って、自分の部屋に居ながらにして、木

や水、森や人間社会の業についてどこまでも想いを馳せていく。歌手はその世界をダイナミ

ックに、且つ繊細に丁寧に描き出すことが大切である。 

音楽の面では、段差の低い階段を一気に 4~5 段駆け上がるような上昇音型が頻発し、こ

の曲のひとつのスパイスとなっている。(例.12 小節)ここは正確でクリアな混じり気のない

音の粒が求められているが、言葉も詰まっているために母音がひとつでも他より落ちると

音程幅にずれが生じるだけでなく、この曲全体の締りがなくなってしまう。 

[第２曲、11~12 小節] 
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①  短 3 度の連続。 

 

第一連は春になり、繁殖期を向かえて色めきだったオス猫がローマ神話のワインの神「バ

ッカス」のように騒ぎ出すところから始まる。ラフマニノフの歌曲を真似たピアノが猫のは

やる心情と足取りを表現し、その流れで 8 小節目から 10 小節目にかけて、1 曲目と同じよ

うに Rya―Do の連続が歌われる。(譜①)ここでは 1 曲目のようなノンレガートで歌唱する

のではなく、ロシア語のアクセントと音楽の流れを融合させて形作るのが望ましい。この一

文はヤンブの弱強リズムがショスタコーヴィチのアウフタクトから開始される旋律と相ま

って 4 拍目から 1 拍目、また、2 拍目から 3 拍目に向かって強烈なエネルギーが発生する。 

 

 11 小節目からの И хвост трубою поднял моментально,[I khvost truboju podnjəl 

məmjəntɑl'nə]は、子音が多く、ともすると хвост[khvost]は語尾を早めに処理をしてしまい

がちである。しかしここは語尾の子音 ст[st]を次に続く трубою[truboju]の語頭と切り離し

てはならず、それによって 11 小節目の 3 拍間でピンと立つ、もしくは興奮してボンと膨ら

むオス猫の尻尾を表現しているのである。(譜②) 

「昨日うちのオス猫がカレンダーをちらっと見やると」 

②  繋げることで尻尾を表現    「たちまち尻尾をピンと立てて」 

」 

 
ст тру         д 
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[第２曲、6~12 小節] 
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また、「オ」や「ウ」の母音が続くので、長く筒の様な母音の繋がりを形成する事で猫の太

くて長い尻尾を連想させる事も可能だろう。 

次の小節 поднял моментально,[podnjəl məmjəntɑl'nə]は言葉が詰まっている箇所で、音

程も半音連続で狭いため、それらが両立出来る位置を求めるすることが大切である。この

д[ d ]は舌を離さず、気息が口垂蓋の裏ではじかれることで発音する。d を舌で弾いても意

味は通じるが、口蓋垂で弾くほうがより音程と言葉を滑らかに発音することができる。この

音声の聴こえ方としては н[ n ]が重なった音に近く、д[ d ]と н[ n ]の中間のような詰まった

音声となる。поднял,[podnjəl]≠поннял,[ponnjəl] 

 

 

 同じく、階段を一気に 4~5 段駆け上がるような上昇音型を持つ 15 小節目 тепло и 

вакханально[tjɛplo i vakkhʌnɑl'nə]「熱っぽくバッカスのようにわめきだした」の中の、

вакханально における кх[kkh]の発音は、両方の子音が効率よく発音できる様に硬口蓋と

舌の間を 1.5 センチほどの狭さに留めて発音する。乾いた[ k ]の音声の流れを止めずにその

ままアの息を流すと кx が完成する。 

 [第２曲、15~16 小節] 

 

 第二連は、雑に扱っていたはずのサボテンが、枯れるどころか強い生命力を発揮して復活

する様を極めて感動的に、イエス・キリストの起こした奇跡を目撃したかのような大げさな

驚きをもって歌われる。 

次頁 24小節目 Залитый чаем[zʌlitəi chajəm]は母音の流れがとても複雑で歌唱の際に興

味深い感覚を得る。音節ごとの母音は ʌ－li－əɪ－a－jə となっており、2 番目と 3 番目にエ

やイの音声が連続しているため、4 番目の a に移行する際には相当に前側へ狭く突いた音に

なっている。舌も前に出ているこの狭い状態から、чаем[chajəm]の破裂子音を伴った a 母

кх 
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音に開かれる時、この移行は真空の衣類圧縮袋を開封するときのような力加減が必要で、袋

の中の綿は、新鮮な空気を取り込んで瞬時に膨らむような感覚を得る。しかし折角広くなっ

た a も、次の音に移行する前に狭い j イに戻っていなければならず、この母音のゆらゆらと

した移り変わりが、何かが起こるような期待を持たせるフレーズを形成するのだろう。 

  [第２曲、24~26 小節] 

  

31 小節目 Зелёный шум...[Zɛljonəi shum]「緑のざわめき…」は、ラフマニノフのカン

タータ《春》からの旋律と考えられるので、ラフマニノフと同じ、鐘が鳴るような Do と Fa

の高い響きを目指す。具体的には、フレーズの少し前から始めの Зе[Zɛ]の摩擦音を柔らか

く送り込んでおき、-лё-[ljo]は棒高跳びのように л をしっかり Fa の音に打ち立てて、その

上に o の響く空間を確保する事が大切である。 

最後の шум[shum]の後には「...」が置かれているが、これはどのように表現できるのだ

ろうか。ラフマニノフの、また大元のネクラーソフの詩は、「шум...」ではなく「шум!」と

いう表現になっており、この発語のニュアンスの違いは大きいと考えられる。「緑のざわめ

き…」とした場合、「…」に自然の音を聴くような、余韻の残る空間を作りたい。筆者はこ

れを母音 у[u]を１拍～１拍半で切り上げ、м[m]と響きが交わるようにすることで表現した

い。 

[第２曲、31~33 小節] 

    ча で開き  即 j で閉まる      

 

ʌ－li －  təi－a －  jə 

Зе    л ё           … 余韻 

 

階段 

「お茶とコーヒーの茶がらを遣っていたが」 
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37 小節目 Уже с пaнелей смёрзшуюся грязь[uzhe s pʌnjɛljəi smjorzshuüsjə græs’]「歩

道のぬかるみは既に凍てつき」は泥がまじった歩道の氷を力自慢の門番が割り剥がす様子

を歌唱する。ここの旋律は屈強な男が力任せにスコップをかくような表現が望ましい。発音

は[ s ]の子音が多く、鋭い音声にすることで、悪態をつきながらもリズムよく氷をかいてい

く門番を表現する。(譜③) 

[第２曲、36~41 小節] 

 

譜④の смёрзшуюся[smjorsshuüsjə]「凍てつく」は、単語自体が難しく、音に乗せるの

に注意が必要である。смёр[smjor]までは容易だが、そこから з[z→無声化で s]、шу[shu]、

ю[ ü ]、ся[sjə]の 4 つの音声が作られる場所が全てバラバラな故に難しく、慣れるまで何度

も読んで訓練することが大切である。з[ z ]は後ろの子音により、発音上は[ s ]と無性化する

が、歌唱の場合は、[ s ]よりも、[濁りきれなかった z ]を意識して発音する。[ s ]とすると、

そのあとの ш[sh]とほぼ同化してしまうが、音は鳴らなくても一瞬息を堰き止めるような、

濁りきらない[ z ]を発音する事で、これを挟む p[ r ]と шу[shu]の子音の区別が明確となり、

鮮明な発音が可能になる。始めの練習では з[ z ]を抜いて歌ってみてから、徐々に з を戻し

ていくとこの単語が掴みやすい。 

③       s          s  zsh  s    s'    

④ 
⑤ 

⑥ы ⑥и 

「歩道のぬかるみは既に凍てつき」 

スコップで硬い氷を割るように 

「門番達がそれを怒鳴りながら割り剥がしている」 
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前頁譜⑤39 小節目 Ругаясь, скалывают дворники лихие,[rugajəs’ skɑləvəjut dvornɪkɪ 

likhijə]「門番達がそれを怒鳴りながら割り剥がしている」の、Ругаясь「悪態をつきながら」

いう単語は、巻き舌 P[ r ]を強めに巻く事によってこの語意を含ませる事が出来る。 

また、лы と、ли が混在してしまいがちなので注意が必要である。イリーナ・ロミシェフ

スカヤ女史によると、後者は口を横に大きく引くことで改善できるという事だった。(前頁

譜⑥) 

 

第三連目は主人公の目線が空へ向いて、太陽の光を燦々と浴びながら清々しい心持で歌い

だす場面である。爽やかな長調の旋律は途中から不安定な転調の繰り返しによって雲行き

が怪しくなり、主人公の社会に対する不満を炙り出す。太陽が照っている前半部分を意識的

に明るい母音の響きで歌うことで、暗くなる後半部分に大きな対比をつけることが出来る。 

以下、切り替わりの転調箇所を抜き出す。  [第２曲、57~59 小節] 

転調前後の歌詞を抜き出すと、境目にオの母音が 3 つ連なっている事が分かる。(譜⑦) 

 никого, ┃(転調)┃ Но мно-[nəkʌvo, no mno-] 

転調前の o は明るく、転調後はそれよりも少し狭くした筒の様な o を意識する事で短調へ

の転調に上手く乗ることが出来る。 

Fa-Major「冬将軍はもうだれにも噛み付かない」                       

 

 

 

 

 

so♭ -minor「でも多くの人には冬と同様食べるべきものもなく…」 

 

 

ここから転調 ⑦ 
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第四連 67 小節目 она не возвратится,[ʌna nje vəzvrʌtitsə]は、Mi の音が連続し言葉が

詰まっているために、響きが団子状になって互いの音声を打ち消してしまいがちである。 

   [第２曲、67 小節アウフタクト] 

それを避けるためには母音の響きを一つずつ正しい位置に入れる事に留意する。まず 2回

現れる鼻音н[ n ]のせいで母音が鼻の中で止まらないように、外に突き抜ける事を意識する。

2 回目の н は否定なので、1 回目よりも強く狭い音声に入る。最後の Mi の音は、唇の内側

で出す摩擦音 в[ v ]や巻き舌 вр[vr]を支えにして、その上の空間に母音を投げる事で、団子

のように音声が不明瞭になってしまう事を避けることが出来る。 

 

 

 

 

次頁の 68 小節目 Но... дай сбежать[No...dai zbjɛzhat']「でも…ここから逃がしてくれ」

は、それまで溜まってきた不満がついに爆発する箇所である。「…」の後の д[ d ]は т[ t ]と

混同しないようにする。舌の先端だけを弾く т ではなく、舌を下歯の脇まで接着させてから

発する д の音が必要である。それでも т の響きが抜けないこともあるので、耳で確認しな

がら調整していく。この д は音程も高いので正しく発音するのが実に困難で、ともすると

声帯へ負担がかかる場合がある。その場合は д の破裂音は軽く発するに留め、母音の a を

二段階程突き抜けたインパクトある音色にすることで補うことができる。(次頁譜) 

на  не   воз  вр a 「春はもう戻らないと思っていた」 

二回目否定の н     Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 
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上の譜面 68 小節、в лесную тишину[v ljɛsnuju tɪshϊnu]「静かな森へ」の旋律は、筆者

は、終盤へ向けて休みなく歌い続けている為に、この辺りに差し掛かると疲れて支えが効か

なくなったり、新鮮な空気を十分に取り込めなくなったりするという自覚があった。その為

に、最高音 y[ u ]に向かって上昇する時の母音が落ちてしまいビブラートが強くなるという

弊害が起きていた。(譜⑧)筆者はその原因が、2 度に渡り現れる ну[nu]の音声にあるのでは

ないかと考え、この母音を掘りすぎず、響きを周りの и[ i ]母音に近づける事に注意した結

果、完璧ではないものの改善が見られた。 

               

 

75 小節目、В кого б влюбиться, чёрт возьми?「一体誰に惚れたらいいんだ！ちくしょう

め！」の最後の部分は、朗読だと чёрт[chjort]「ちくしょうめ」という下品な言葉が先に口

をついてから、возьми?[vəz'mi]「得る」が一歩後ろに下がるが、旋律はその関係が逆にな

り、カルメンのセギディーリヤのような上昇音型になっていることで、吐き捨てるような怒

りと、春なので恋する相手を探しに、さぁ外へ出よう！というニュアンスが混じって歌われ

る。品の良くない言い回しであるが、歌は美しい音声を求められている。(楽譜次頁) 

 

 

「…」を 

促音的に処理して、ひとつ上の響きへ飛び込む 

                       「でも…静かな森へ逃がしてくれ」    ⑧нy 

           д (×т)ぶつけない           ну     

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

 
[第２曲、68 アウフタクト~69 小節] 
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чёрт  возь-ми 

カルメンのように、縛りがなく解放感に満ちて聴こえる歌いまわし 

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

 

[第２曲、74~77 小節] 
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３〈子孫〉 

Потомки 

Наши предки лезли в клети 

И шептались там не раз : 

“Туго, братцы... Видно, дети 

Будут жить вольготней нас”. 

 

Дети выросли. И эти 

Лезли в клети в грозный час 

И вздыхали : “Наши дети 

Встретят солнце после нас”. 

 

Нынче так же, как вовеки, 

Утешение одно : 

Наши дети будут в Мекке, 

Если нам не суждено. 

 

Даже сроки предсказали : 

Кто―лет двести, кто―пятьсот, 

А пока лежи в печали 

И мычи, как идиот. 

 

Разукрашенные дули, 

Мир умыт, причёсан, мил... 

Лет чрез двести? Чёрта в стуле! 

Разве я Мафусаил? 

 

Я, как филин, на обломках 

Переломанных богов.  

В неродившихся потомках 

Нет мне братьев и врагов. 

 

Я хочу немножко света 

Для себя, пока я жив; 

 

子孫 

我らの先祖は幾度となく物置小屋に潜り込み 

そこでコソコソとささやいた 

｢困ったもんだ、兄弟たちよ… 

子供らはきっと我らより自由に生きるだろう｣ 

 

子供らは育った  

そして辛い時にはしばしば物置小屋に潜り込み 

溜息を漏らした：｢子供らは 

太陽に出会うだろう、我らの死後に｣ 

 

現代、今日もいままでと同じように 

我らの慰めはひとつだけ： 

子供らはメッカへ行くだろう 

もし我らがそういう巡り合わせでなかったら 

 

その期限さえ予言された： 

ある者は―200 年後、ある者は―500 年後と 

それまでは悲しみに横たわり 

阿呆のように暮らしておけと 

 

飾り立てられた侮辱のサイン 

世界は顔を洗い、髪を整え、ハンサムに… 

それが 200 年後だって? ちくしょう 

私がメトシェラだとでも？ 

 

私はオオミミズクのように 

神々の崩れた廃墟の上 

まだ生のない子孫たちは 

私にとって兄弟でも敵でもない 

 

僅かでいい、光が欲しい 

自分のために、生きているうちに 
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От портного до поэта — 

Всем понятен мой призыв... 

 

А потомки... Пусть потомки, 

Исполняя жребий свой 

И кляня свои потёмки, 

Лупят в стенку головой! 

仕立て屋から詩人まで ― 

私の訴えは皆と同じ… 

 

そして子孫は…子孫には 

己の運命を受け入れ 

己の闇を呪いつつ 

壁に激しく頭を打ちつけさせておけばいい！ 

 

So-minor、3/4 拍子、Moderato 符点二分音符＝69  

4 行 8 連、ABAB の交差脚韻。 

詩集では、二連 4 行目 после нас と、七連 2 行目 Для себя, пока я жив;は斜字で印刷され

ている。 

侮辱のサイン…手の親指を、人差指と中指の間に入れるサイン 

メトシェラ…旧約聖書に出てくる 969 年生きたとされる長命者 

 

この第３曲目は歌曲集の核となる重要な曲である。｢少しでいい、光が欲しい、生きて

いるうちに、怯えることなく自由に暮らせるという証が欲しい―｣詩人サーシャ・チョー

ルヌイは強い意思と使命感を持ってこの強い欲求を紙にしたためた。『悲しみの道化騎

士』44の著者であるミレンコ・ヴィクトーリヤによると、この詩はチョールヌイの芸術家

としてのマニフェストであり、のちの詩人の亡命を予知する重要な作品だと位置づけてい

る。45やり場のない人間の怒りや憂い、願いが、チョールヌイとは反対に自国に留まった

ショスタコーヴィチの力によって更に鋭さを増し、今にも爆発しそうなエネルギーとなっ

て終わりの見えない鬱屈した旋律の中に無理やりに押しとどめられ、延々と回り続けてい

る。メゾソプラノのマッダレーナ・コジェナーはこの曲について、｢この国では何も改善

されないことを誰もが知っているのに、政府は必ず状況は良くなると口約束ばかりしてい

ました。絶望のうちに壁を叩き続ける人の音がピアノ伴奏によって一小節、一小節響いて

きます。希望のかけらもない世界です｣｢ロシア人のメンタリティーそのものです！ロシア

                                                   

44 Миленко Виктория. Саша Чёрный Печальный рыцарь смеха .Жизнь 

замечательных людей.Серия биографий. Москва: Молодая гвардия, 2014. 

45 in the same book.5 頁 
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人はすぐに落ち込みますが、そうした哀しい気分を楽しんでいるところがあります。｣46と

語っている。音楽は中間部を除く連(1~3 連、8 連)が短 3 度(まれに長 3 度)の反復進行で覆

われて、逃げられない永遠の苦しみを表現している。また、同じ音程が反復していること

で、詩の音声的な変化が浮き立ちやすくなっている。 

 

[第３曲、冒頭] 

冒頭の 7 小節間は棘がささるようなピアノの響きから始まる。真っ暗な部屋の中から、

出口を求めて壁を叩き続けている音がカツン、カツンと響いてくる。この冒頭に関して述べ

                                                   

46  ショスタコーヴィチ，ディミートリ・ディミートリエヴィチ≪風刺――過去の絵≫ マ

グダレナ・コジェナー 『リート・アルバム』：UCCG-1194 (CD)、トラック 4-8。2003 年録

音、2004 年発売。 

1~7 小節 棘が刺さるような無のピアノ   ff 

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

 

「我らの先祖は幾度となく物置小屋に潜り込み、そこでコソコソとささやいた」 

 

｢困ったもんだ、兄弟たちよ…｣ 

8 小節 
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る時、筆者はモスクワのピアニスト、タチアーナ47の出した音色に想いを馳せる。彼女は、

この全 5 曲の、全て同じ雰囲気で始まる冒頭部分をこの第 3 曲に関してのみ、全く感情の

ない、無機質で硬い「何ものでもない音」を生み出すことを目指していた。彼女が求めてい

たのは「完全な無を表した音」であり、その音を聴いた筆者は恐ろしくて歌い出せなくなっ

てしまった。筆者が驚いたのは、おそらく彼女が実験的に弾いたからというのもあったろう

が、彼女の出した音は余りにも他者を寄せ付けない、内に向かった音であった。以降彼女の

実験の目標は、如何に当たりの鋭さを減らしつつも無機質な音を出せるかに変わっていっ

た。それほどに、この第 3 曲は歌曲集の中で特別で異質な位置付けにあるのである。6 小節

目の ff は言葉も出ない程の恐怖を感じるような音色を目指し、8 小節から徐々に主人公に

ズームアップしていく。 

8 小節目以降、音楽は足かせをつけられた囚人が、きしんだ巨大な歯車を動かすかのよう

にゆっくりと回り出す。この緊迫感を表すために、歌手はなるべく揺れない、ピンと張られ

た弦のような音色で辿らなくてはならない。短 3 度の反復は音程の上と下とに旋律のライ

ンをわけて、この頁では、12 小節目からの長い 2 分音符を辿るライン Si♭―Si♭―Si♭―

Si♭―Rya―Rya―So―So と、下の短い 4 分音符を辿る So―So―So―So―Fa♯―Fa♯―So

のラインとに分け、それぞれに音程が繋がり先に進んでいくような歌唱を意識することで、

この音楽の意図が表現できる。 

 

 

 

この曲は全体の文末が交差脚韻で統一され、各連の語末は女性韻→男性韻→女性韻→男性

韻の 4 行で構成されている。(力点が最後の音節に来る行が男性韻、最後から 2 つ目の音節

に力点がある行が女性韻) 

女性韻は余韻を残す響き、男性韻は物事を言い切る響きを持つため、この詩は 2 行毎に

男性韻へ向かって大きな流れを形作っている事を体感しておく必要がある。 

                                                   

47タチアーナ・ソトニコヴァ(Татьяна Сотникова)。Kolobov Novaya Opera(Moscow)専

属ピアニスト。 
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また、同じような音型の続く音楽の中で各節はそれぞれ違ったアプローチによって各語

末へ向かっており、その違いが歌唱の音声にも大きな影響を与えている。以下、各連を 2 行

ずつ繋げたテキストからその違いを述べる。 

 

 

【1 連】 

Наши предки лезли в клети И шептались там не раз :     <2 分音符の母音> 

[Nashϊ prjetkɪ  ljezlɪ v kljetɪ  i shjəptalɪc'   tam nje ras]         a-je-je-je-i-a-a-as 

「我らの先祖は幾度となく物置小屋に潜り込み そこでコソコソとささやいた」 

 

“Туго, братцы... Видно, дети Будут жить вольготней нас”.   т は口蓋垂の裏で弾く 

[Tugə, bratczə...  Vidnə,  djetɪ  budut  zhϊt' vʌl’gotnjəϊ  nas]      u-a-i-je-u-ϊ- o -as 

｢困ったもんだ、兄弟たちよ…子供らはきっと我らより自由に生きるだろう｣」 

 

【2 連】 

Дети выросли. И эти Лезли в клети в грозный час 

[djeti  vϊpəslɪ.  i  эtɪ  ljezlɪ  f kljetɪ  v groznəi   chas]         je-ϊ-ɪ- ɛ -je-je- o -as 

「子供らは育った そして辛い時にはしばしば物置小屋に潜り込み」 

 

И вздыхали : “Наши дети Встретят  солнце после нас”. 

[i vzdϊkhɑlɪ ：Nashϊ  djetɪ  fstrjetjət  sonczjɛ  posljə  nas]    i-ɑ-a-je-je- o -o -as 

「溜息を漏らした：｢子供らは 太陽に出会うだろう、我らの死後に｣」 

 

この 45 小節目までの第 1、2 連において重要なのは、一定の限られた音程の中で、a と閉

口気味の e と、и[ i ]がリズム良く組み合わされ、母音の繋がりが滑らかな事である。その

流れの中に時々э[ ɛ ]や o[ o ]がアクセントとなって食い込むことで、この連ならではの美し

いリズムが流れている。また、文末に[‐as]が響くことで統一感が増している。 

 

 

＊２ 

＊１ 

＊３ ＊４ 
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また、次のような単語は滑らかな母音の流れを形成するよう留意して発音しなければな

らない。 

＊１ братцы[bratczə]は、тц を цц[zz]のように跳ねて発音するので自然な空間が出来る。

б は唇を閉じた状態で気息を溜めて響かせるので時間がかかる。 

＊２ в грозный[v groznəi]の前部分は в と г が密接に繋がるよう注意する。 

＊３ 子音が重なっている И вздыхали[i vzdϊkhɑlɪ]は、взд の 3 つの摩擦子音をなるべく

同化させてそのあとの ы を音価の頭に乗せる。 

＊４ Встретят[fstrjɛtjət]も、Вст の 3 つ重なる摩擦子音をなるべく近づけて歌唱すること 

で、より滑らかな母音の流れを形成することが可能となる。 

 

Лезли「入り込んだ」は、細い隙間に[je]をねじ込むように歌うことで、物置小屋へ這うよ

うにコソコソと入り込む様子が表現できる。 

 

 

次の第 3 連から 5 連にあたる箇所では、それまで韻が [ as ]で統一されていた 1、2 連に

対して、3 連では-нo[ no ]、4 連は-от[ ot ]に変化する。それによって詩が発展していくのが

感じられ、更に、「オ」の音声が主人公の強い意志を感じさせる。(次頁譜①) 

 

第 5 連の韻は-ил[ il]であるが、これはここまでずっと奇数行に置かれてきた女性韻の(次

頁＊１)-и [ ɪ ]の音声と連動しており、ここで男性韻も揃う事で全体の統一感を増すと共に、

主人公の悔しさや自棄の気持ちをイ音声で表現している。以下第 3 連から楽譜とテキスト

を解析する。 

半音音程に母音を入り込ませる 

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

 

[第３曲、32 アウフタクト~34 小節] 
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 この第 3 連では、今までほぼ完璧に揃っていたリズムと音節の関係に大きな変化が生じ

る。それは、力点でない母音 У[ u ]に対して、力点と同等に長い音価を与えたことでバラン

スを崩し、文末に向かって言い切る度合を増している事と、e から o に母音が歌い直され、

д を側面はじき音にすることで、絶妙なリズムを生み出している事である。その変則的なリ

ズムによって、文末に来る単語 одно「(願いは)ひとつだけ」はその意味合いを強めている。 

(次頁の文中＊２、上の譜②) 

【3 連】      「現代、今日もいままでと同じように」 

 

「我らの慰めはひとつだけ：」    ①одно 

「子供らはメッカへ行くだろう もし我らがそういう巡り合わせでなかったら」 

 

 

        ②語頭の У に長い音価が来て 
＊１女性韻    バランスが崩れる。 

 

＊１女性韻。ここは例外で「エ」 

 ①суждено 

 
e oд 

③So-Rya の狭い音程 

мн   жд 
  

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

 

[第３曲、54~73 小節] 
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【3 連】 

Нынче так же,  как вовеки, Утешение одно : ※д は口蓋垂の裏    <2 分音符の母音> 

[nϊnchjə tag zhjə, kak vʌvjekɪ, utjəshjɛnɪjə ʌdno :]       ϊ-a-a-je,-u-jɛ-jə(je)-o 

拍数 ⑴   ⑵    ⑶  ⑷    ⑴'  ⑵'  ⑶'  ⑷' 

               「現代、今日もいままでと同じように 我らの慰めはひとつだけ：」 

 

 

 

Наши дети будут в Мекке, Если нам не суждено.   

[nashɪ djetɪ  budut  v Mjɛkkə, Jeslɪ nam  nje suzhdjɛno.]      a- je- u- jɛ ,-Je- a- u- o 

   ⑴  ⑵   ⑶      ⑷    ⑴'   ⑵'      ⑶'   ⑷'  

  「子供らはメッカへ行くだろう もし我らがそういう巡り合わせでなかったら」 

 ⑶の твM は[ tfm ]でなく[ tvm ]なので、空気の流れをぐっと堰き止めるような時間が出

来る。 

その後の⑷拍目から⑴'拍目にかかる音程は、So-Rya の狭い音程差に⑴'[Je]「ィエ」の音

声が隙間にねじ込むように書かれていることで、「もしそれが死んだ後だとしてもね」とい

う自虐的な皮肉を強調している。(前頁譜③) 

 ⑵'拍目 нам не суждено.は、мн[ mn ]の鼻音と жд[ zhd ]の子音の重なりが促音的に処

理され、文末へ向かって 2 回小さなスキップをするようなリズムを持つ。(前頁譜④) 

その影響を受けて、文末の-дено[deno]の 2 つの母音はそのリズムに杭を打つように、流れ

を止めるような力加減で歌うのが良い。 

 

 

 

  

＊１女性韻 

 

  今までこの箇所にアクセントを置くことで杖の役割を担っていた

が、今回は語頭にアクセントのない У が来たのでバランスが崩れ

ている。e と o を区切って歌唱することで文末が引き立つ。 

＊２ 
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【4 連】 

 

Даже сроки предсказали : Кто―лет двести, кто―пятьсот, 

[Dazhə srokɪ  prjɪtczkʌzalɪ  : Kto – ljet dvjɛstɪ,   kto – pjɪt'sot,] 

拍数⑴   ⑵     ⑶    ⑷     ⑴'       ⑵'     ⑶'     ⑷' 

「その期限さえ予言された： ある者は―200 年後、ある者は―500 年後と」 

 この 4 連と、続く 5 連では徐々に主人公の感情が高まっていき、これまでの 3 度の反復

音型とは違う旋律が出現する。78 小節からの⑵'-eт двести[et dvjɛstɪ](譜④後者)は３つの破

裂子音の力によって、前の e が弾かれて後者の e が勢いよく突出した響きになり、上昇音

型も相まって前出の Fa♭よりも高い響きが要求される。 

 またこの行は、дс、т дв、тьс といった、[ts][乾いた t]の響きが多く入っていることで主

人公の吐き捨てるような悔しさが表現されており、この箇所の柔らかい弧を描いた旋律線

は、ただ美しいだけではない、灰汁の強い印象を作り出している。 

⑶拍目 предсказали 始めの e は、力点がないのに長い音価が与えられているので、少し

開いた母音を用意する。(譜⑤) 

 

 

 

 

⑥「阿呆」を強調するため

に、前の子音を早めに切る 

 
т дв ⑤пред 

как    идиот 柔らかい息 ж    ч 

「それまでは悲しみに横たわり阿呆のように暮らしておけと」 

 

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

 

[第３曲、74~89 小節] 

 

④子音の音声に弾かれて、前者よりも 

後者の Fa♭の方が響きが高くなる 

「その期限さえ予言された：ある者は―200 年後、ある者は―500 年後と」 
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А пока лежи в печали И мычи,как идиот. 

[A pʌka ljezhi f pjɛchalɪ  I   mϊchi,kak idiot.] 

   ⑴   ⑵   ⑶     ⑷   ⑴'     ⑵'   ⑶' ⑷' 

「それまでは悲しみに横たわり 阿呆のように暮らしておけと」 

  この⑴拍目の語頭、A は「そして～」という意味で前後を連結する接続詞なので、前の文

末から少し音量を落とした所から始めると効果的である。前半分は ж や ч の柔らかい息を

伴った子音によって、僅かにため息をつくような哀しい雰囲気を伴って歌い、後半の идиот

「阿呆」は発音が緩まないよう厳しく言い切る。(前頁譜⑥) 

 

 

 

 

 

【5 連】(楽譜次頁) 

Разукрашенные дули, Мир умыт,причёсан, мил...  

[Rəzukrashjənnəje dulɪ,  Mir  umϊt, prichjosən,  mil...] 

「飾り立てられた侮辱のサイン  世界は顔を洗い、髪を整え、ハンサムに…」 

この行は侮辱の怒りを表現するために、前半に 2 回出てくる P[ r ]を多めに巻き、アの母

音を明るく保つ。дули の[ d ]は強めの破裂を行う。後半は ы と и を明確に区別しなけれ

ばならず、最後の мил は発音が難しいので口を通常より横に引いても良い。 

 

  

 

Лет чрез двести? Чёрта в стуле! Разве я Мафусаил? 

[Ljet chrjez dvɛstɪ? Chjortə f stuljə!  Razvə ja Məfusʌil?] 

「それが 200 年後だって？ちくしょう！ 私がメトシェラだとでも？」 

з дв は既出の 4 連 т дв と同じように、後ろにつく e が突き抜けた音声になる。(次頁譜

⑦)文末の л は前の行末の л と共に、はっきりと言い切ることで、猛々しい、きっぱりとし

た性格を表すことが出来る。 
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【5 連】 

[第３曲、88~108 小節] 

 

 

【6、7 連】 

次の 2 連は歌曲の軸となる場面で、8 小節ごとに区切られるフレーズは、ゆらゆらと上昇

しては舞い落ちる、クラゲかオオミミズクのように漂う旋律が続く。途中からその旋律は主

人公が頭を壁に打ち付けるかのような表現になり、ゆらりとたゆたっていた雰囲気が段々

と恐怖に満ちた世界に変わってくる。「こんな筈じゃなかった」と後悔や怒りに苦しむ精神

状態をじっとりと歌唱する箇所である。 

P よく巻く p       ы        д     и   и 

ы     и            и л 

「飾り立てられた侮辱のサイン  世界は顔を洗い、髪を整え、ハンサムに…」 

「それが 200 年後だって？ちくしょう！」  

「私がメトシェラだとでも？」 

 

⑦з дв  

л を言い切る 
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 ここでは、前半の男性韻が-гов[ gof ]、後半が-жив[ zhif ]／-зыв[ zϊf ]で統一されている。

全て末尾が в[ f ]の気息を流す音だが、更に 6 連にはこの他にも子音 x[kh]が頻出しており、

全体的に興奮して息が上がっているような印象を与える。8 小節間ブレスなしで旋律を続け

るために、歌手は子音を効率的に発音して息がなくならないよう注意しなければならない。

以下は前半の、息を多く使う子音を囲ったものである。 

 

Я,  как филин, на обломках Переломанных богов.  

[Ja, kak filɪn,    na ʌblomkəkh  pjɪljɛlomannəkh  bʌgof] 

「私はオオミミズクのように 神々の崩れた廃墟の上」 

 

В неродившихся потомках Нет мне братьев и врагов. 

[v nɪrʌdifshɪkhsja  pʌtomkəkh  Njet mnje brat'ef   i  vrʌgof] 

「まだ生のない子孫たちは 私にとって兄弟でも敵でもない」 

 

 

壁に頭を打ち付けている。6、7 連で何度も現れる。 

「私は神々の廃墟の上」               「まだ生のない子孫たちは 私にとって兄弟でも敵でもない」 

[第３曲、115~126 小節]               Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 
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【8 連】 

 最後の 162～213 小節は、それまで過去や現在の苦悩を語っていた主人公が初めて未来の

子孫を見据えて言葉を発する節であるから、それまでとは異なる目線で歌われる。 

冒頭 162 小節目で「それなら子孫は…」А потомки... [a pʌtomkə...]と一瞬言い淀んだ主

人公は、それを振り切るようにこう呟き続ける。「子孫のことは放っておけ、子孫には己の

不運を呪いながら壁に頭を打ち付けさせておけばいいのだ！」。出口を探し続けて興奮した

主人公は、自らも壁に頭を打ち続け、最後には気を失って曲が終わる。 

この連は再び短 3 度の反復に覆われるが、旋律を強く支配する促音的な飛び音を要する

子音が多く存在することが特徴的であり、そのことによって、未来の子孫へ向けた、また自

分への自虐的な感情が強調されたフレーズになっている。以下は、力点が[ p ]や[ s ]、[ f ]

や、[ t ]などの摩擦や破裂の助けにより小さなスキップ感が生じる箇所を、前の母音と合わ

せて囲ったものである。 

 

歌詞  А потомки...  Пусть потомки , Исполняя жребий свой 

  [A pʌtomkə...    p ust'  pʌtomkə,   ispʌlnjajə  zhpjebɪi  svoi ] 

   ⑷  ⑴   ⑵  ⑶   ⑷     ⑴'  ⑵'    ⑶'    ⑷' 

「そして子孫は…子孫なんか放っておけ 己の運命を受け入れ 

 

И кляня свои потёмки , Лупят в стенку головой! 

 [I kljɛnja svʌi  pʌtjomkə,  lupjət f  stjɛnku gəlʌvoi !]     

⑴    ⑵   ⑶   ⑷     ⑴'    ⑵'  ⑶'  ⑷' 

己の闇を呪いつつ 壁に激しく頭を打ちつけさせておけばいい！」 

 

＊ потомки「子孫」と потёмки「闇」は対になっており、これらの単語はほんの一文字の

違いに過ぎないのだが、子孫の運命を予言するかのように大変不気味に響いている。 

 

 

 

＊ 

＊                 
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これらの、摩擦や破裂によって生まれる小さなスキップは、拍子でみると以下のような流

れを形成している。 

⑷→⑴  ⑵  ⑶→⑷  ⑴'→⑵'  ⑶'  ⑷'   

⑴ →⑵  ⑶→⑷  ⑴'→⑵'  ⑶' ⑷' 

 

上記の流れがこの 8 連の旋律の特徴を形作っており、歌唱の際はこの矢印の先の母音を

歌いこむ事が大切である。以下は歌いこむべき音節を○で囲って強調したものである。 

⑷→○⑴   ⑵  ⑶→○⑷   ⑴'→○⑵ '  ⑶'  ⑷'   

 ⑴→○⑵   ⑶→○⑷   ⑴'→○⑵ '  ⑶' ⑷' 

 

 

推進力を伴って歌いこむべき〇音節に向かっていくことによって、主人公が子孫の胸を

人差し指で何度も小突いて隅に追い詰めるような音楽を表現する。子孫を罵倒しながら、先

祖である自分も打撃を受けて、逃げられない輪の中に居るような感覚を表現する箇所であ

る。(次頁楽譜) 
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[第３曲、160~178 小節] 

 

 

 

 

 

 

 

「己の闇を呪いつつ 壁に激しく頭を打たせておけばいい！」 

「そして子孫は…子孫なんか放っておけ 己の運命を受け入れ」 

ここだけと飛び音と近い 

⑷     ⑴     ⑵        ⑶ 

⑷     ⑴‘         ⑵‘        ⑶‘        ⑷’    ⑴’ 

⑵    ⑶     ⑷     ⑴‘       ⑵‘        ⑶‘               ⑷‘ 

△飛び音  〇母音を歌いこむ音 
Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 
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[第３曲、130~139 小節] 

 

上／2 連と 3 連、7 連と 8 連の間に 2 回現れる間奏。異空間を感じさせるこの旋律は、 

過去、現在、未来を行き来するテーマのように感じられる。 

下／ピアノのバスが、壁に頭を打ち付けるリズムを表している。 

次頁／後奏で最後に気を失って倒れる様子を描いている。 

[第３曲、183~192 小節] 
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下の譜、この歌曲最後の２段は、徐々にカメラが引いて被写体である主人公から遠ざかり、

主人公が一人ここに取り残されるようなイメージで歌う。音量が遠ざかるのではなく、自分

一人が光や希望から取り残されていく感覚を、聴衆と共に体感し、共感してもらうことが理

想である。映像が引いていくような効果を狙うには、テンポを保ち、205 小節からの ff sub.

を忠実に守る。また、抒情的に伸ばすのではなく、弦を張った様な弾力ある音の響きをホー

ルの一番遠く、狭い範囲に送り込み続けることが重要である。歌詞 головой ![gəlʌvoi]は、

ニ点 So に力点があるために、[ v ]の子音を力強く発音して乱暴に破裂したような印象にな

ってしまいがちである。なので、ここはその前の[gəlʌ]の 2 つのアを [ l ]の厚みをとりなが

ら高く響きを保ち、母音を繋げながら[ v ]を母音の間にやわらかく挟むイメージを持つと良

い。 

  [第３曲、193~220 小節] 
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４〈思い違い〉 

Недорaзумение 

Она была поэтесса, 

Поэтесса бальзаковских лет. 

А он был просто повеса, 

Курчавый и пылкий брлюнет. 

Повеса пришёл к поэтессе. 

В полумраке дышали духи, 

На софе, как в торжественной мессе, 

Поэтесса гнусила стихи : 

“О, сумей огнедышащей лаской 

Всколыхнуть мою сонную страсть. 

К пене бёдер за алой подвязкой 

Ты не бойся устами припасть! 

Я свежа,как дыханье левкоя... 

О, сплетём же истомности тел!” 

Продолжение было такое, 

Что курчавый брюнет покраснел. 

Покраснел, но оправился быстро 

И подумал: была не была! 

Здесь не думские речи министра, 

Не слова тут нужны, а дела... 

С несдержанной силой кентавра 

Поэтессу повеса привлёк, 

Но визгливо ―вульгарное: “Мавра!!” 

Охладило кипучий поток. 

“Простите...- вскочил он, - вы сами...” 

Но в глазах её холод и честь : 

“Вы смели к порядочной даме, 

Как дворник,с объятьями лезть?!” 

思い違い 

彼女は詩人だった、 

バルザック的な年齢の。 

そして彼はただの道楽者、 

巻き毛で血の気の多いブルネット。 

道楽者が女詩人の元へやってきた 

香水の香りが漂う薄闇の中、 

女詩人はソファーの上で厳粛なミサのように 

自作の詩を鼻にかかった声で読んでいた： 

「おお、燃えさかる愛撫でゆり起こせよ 

わが夢見心地の情熱を 

真紅なガーターベルトごしに太もものチュールへ 

接吻するを恐るなかれ！   われは 

瑞々しい、ニオイアラセイトウの息のよう… 

おお、肉体の惰気を絡ませ合わん！」 

これに続く句は 

巻き毛のブルネットが赤面するほどだった 

赤くなったがさっと我に返り、 

そしてしばらく考えた：よし、やるしかない！ 

ここは議会の大臣演説の場ではないし 

言葉は不要、それより肝心なのは・・・ 

ケンタウルスの自制を知らぬ力でもって 

道楽者は女詩人を引き寄せた 

でも：「マーヴラ！！」野蛮な甲高い声が 

沸き立つ激情に水を差した 

「失礼…―彼は跳ね上がった―貴女がご自分で…」 

だが彼女の目には冷淡さと貞操の誇り 

「あなたはよくも礼儀正しい淑女に 

乱暴に抱きついてくれたわね？！」  
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Вот чинная Мавра. И задом 

Уходит испуганный гость. 

В передней растерянным взглядом 

Он долго искал свою трость... 

С лицом белее магнезии 

Шёл с лестницы пылкий брлюнет: 

Не понял он новой поэзии 

Поэтессы бальзаковских лет. 

 

そこに厳しいマーヴラが。  

びっくりした客人は後ずさり、退却する。 

茫然とした目で、玄関で 

長いこと自分のステッキを探していた… 

マグネシウムより青ざめた顔をして、 

血の気の多いブルネットは階段を降りていった： 

彼は女詩人の新しい詩を分かっていなかったのだ 

バルザック的な年齢の。 

 

So-Major、3/4 拍子、Moderato 符点二分音符＝63 

20 行「тут」→原詩では｢здесь」 

ブルネット…褐色の髪のこと。 マーヴラ…女性の名前。ここでは女詩人の家で働く家政婦の名。 

バルザック的年齢…フランス人作家、オノレ・ド・バルザック(1799〜1850)の小説に登場する女

性の多くが中年であることに由来する。ここでは女詩人が 40 代後半であることを想像させる。 

 

この作品の魅力は詩の単純な面白さと、それを引き立てるべく演劇調に創作された音楽

との融合にある。詩は、大きく 3 つの「想定外」な面白さで構成されている。①登場する男

女のそれぞれの「思い違い」と、②「威勢の良い」はずの青年が家政婦マーヴラに睨まれた

瞬間に猫のように縮こまってしまうこと、③50 代になろうとする女詩人が鼻につく声で「自

分の体は若く瑞々しい」と誘うような、「痛々しくて目も当てられない」46詩を作っておき

ながら、現実には生娘のようだった、という点である。 

ショスタコーヴィチはこの詩における家政婦マーヴラのキャラクターを強めることで青

年と女詩人、家政婦と語り手の 4 人の登場人物を同等の位に置き、それぞれの人物に雰囲

気が全く異なる音楽をあてがうことで、歌曲としての印象を強烈にしている。 

前奏はその後の詩の展開を全く匂わせない異質な調子で始まる。これはイリーナ・ロミシ

ェフスカヤ女史によると、この冒頭は、曲の終末にあたる、「思わず家から飛び出してきた

ものの何が起こったのか理解しきれていない青年」の心情と同じ調子で歌うのが良いだろ

                                                   

46 2016 年筆者のモスクワでのレッスンにおいて、教室に居た 3 人のロシア人による「女

詩人」への印象。 
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うとの事だった。最後の青年のクエスチョンマーク飛び交う心情と、冒頭のタイトル歌唱と

を同じ目線で演奏するという女史の仮説に従うと、この前奏の 7 小節目の Mi から Mi♭に

半音下がる音程は、まるで青年が首をかしげているように聴こえてくる。(譜①) 

更に、この初めの 1 ページではロミシェフスカヤ女史の仮説の通りにイメージしながら

演奏すると、大変ユニークな、サイレント映画のような景色が見えてくる。 

その景色とは以下のような場面である。冒頭は、青年が外の沿道を、時折首をかしげなが

ら歩いている絵から始まる。9 小節目からそれを背景にしてタイトルの文字「思い違い」が

映し出される。柔らかく膨らむ和音は 15 小節目にプチっと弾け、中からコミカルなスタッ

カートが出てくる。16 小節目から焦点はゆっくりと語り手に移り、「バルザック的年齢の」

女詩人と、「血の気の多いブルネット」の青年が紹介される。 

① 

9 小節 

タイトルを歌唱 

「そして彼はただの道楽者  

柔らかく膨らんで弾ける 

③「女詩人」                         「バルザック」 

「彼女は女詩人だった           バルザック的な年齢の女詩人」 

( , ) 
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Она была поэтесса,      [ʌna bϊla pəetɛssə,] 

Поэтесса  бальзаковских лет.  [Pəetɛssə bəl'zakəfskɪkh ljɛt.] 

「彼女は女詩人だった バルザック的な年齢の女詩人。」 

 1 行目末尾と 2 行目冒頭に「女詩人」が重なる手法は接合韻 Акромонограмма(Стык)と

呼ばれ、互いに共鳴している。これは念を押すかのように同じ語音が連続することでその語

(音)をとりわけ際立たせる効果を持つ。民謡などにしばしば用いられる手法で、聴衆に単純

さや素朴な印象を与えるが、ここでは風刺という括りの中で使われる事で、どんな皮肉が来

るかと身構えている聴き手の心理をリラックスさせる効果を狙っているのだろう。 

 2 行目 бальзаковских лет「バルザック的な年齢の」はこの先の鍵となる情報なので、聴

衆にこの単語を印象付けておく必要がある。朗読の場合は Поэтесса( ，) бальзаковских 

лет.と分けて「女詩人」と「バルザック的な年齢の」との間に間を持たせる事で対応してい

る47。その技術は、この歌唱の中でも利用する事が出来るだろう。 

 

 

А он был просто повеса,    [A on bϊl prostə pʌvjɛsə,]  

Курчавый и пылкий брлюнет. [Kurchavə i pϊlkɪi bplünɛt] 

「そして彼はただの道楽者 巻き毛で血の気の多いブルネット。」 

 ここでは血気盛んな повеса[pʌvjɛsə,]「腕白者」のやんちゃさを表現するために、28 小節

目アウフタクトの So から Fa♯、そのあとの Rya から Si♭の半音音程を狭く取って、「擦れ

                                                   

47 ロシアの TV 番組における、俳優ディミートリ・ナザロフ Дмитрий Назаров の朗読

を聴いた印象。彼はこの詩をまるで小噺のように読み進め、ある時は艶めきを持って、ま

たある時はガマ蛙のような声色を使って聞き手を引き込んでいた。 

②半音の狭さが擦れた「腕白者」を表す  「巻き毛の」  「血の気の多い」 

巻き毛で血の気の多いブルネット」 

p         пыл 
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[第４曲、冒頭~34 小節] 
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た不良者」を印象付ける。(前頁譜②)  

また、同じく повеса「腕白者」の[ v ]の擦れた子音も、青年の擦れた性格を際立たせ、母

音が全て開かれている поэтесса,「女詩人」との対比を浮き立たせるのに役立っている。 

Курчавый[Kurchavə]「巻き毛の」は[ r ]を 3 回程巻き、[ u ]から[ a ]に音色を明るく転

じることで巻き毛のカールした動きを歌う。пылкий[pϊlkɪi]「血の気の多い」は[ pϊl ]を強

く破裂させながら上に伸びあがる音声を強調することで、この腕白者の弾けるような若さ

を表現する。 

 

 

 次頁 35 小節目からは、語り手はその後に展開する男女の甘い雰囲気を聴衆に予感させる

ために、艶やかに旋律を辿る。 

Повеса пришёл к поэтессе.               「道楽者が女詩人の元へやってきた 

В полумраке дышали духи₁,                  女は良い香りのする薄暗い部屋に居て、 

На софе, как в торжественной мессе,      ソファーにもたれかかって、厳粛なミサのように 

Поэтесса гнусила₂ стихи :             自作の詩を鼻にかかった声で読んでいた：」 

 

艶のある空気感を漂わせるために、38 小節目アウフタクトの So から Do の跳躍は

пришёл[prishjol]「やって来た」の ш[sh]に時間をかけながら次の母音を歌いこむことで色

気を表現する。42 小節目 дышали[dϊshɑlɪ]「漂わせていた」も同様である。(次頁譜③)  

 女性の象徴である₁духи[dukhi]「香水」は、[ u ]の後ろに口を変えずに温かく柔らかい息

を流し、その間に[ i ]に変化させることで、むせかえるような女性の香水の匂いを表現する。 

 49 小節₂гнусила[gnusilə]「鼻声で話した」は、[ n ]を長めに鼻音にいれることで、鼻に

かかった特徴的な音声にすることが出来る。詩を朗読する場合は、この次に読む女詩人の台

詞を鼻声にすることで面白さを強調するが48、歌唱の場合はショスタコーヴィチが女詩人に

叙情的な旋律を与えているため、これより先にある旋律は最大限に美しく歌わなければな

                                                   

48 前の脚注と同じく、俳優ディミートリ・ナザロフ Дмитрий Назаров の朗読を聴いた印

象。Культура・ГТРК(TV)・Послушайте!―Дмитрий Назаров.  

http://tvkultura.ru/video/show/brand_id/20915/episode_id/571643/.  

Last accessed August 15, 2016 
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らない。その為、「鼻声で～」という、本来笑いを取る役割は、ここの гнусила に集約して

表現する。(譜④) 

 

 

 [第４曲、35~52 小節] 

 

  

③歌いこむことで艶を表現 

 ③「香水」  

④鼻声で 

「道楽者が女詩人の元へやってきた」      

「女は良い香りのする薄暗い部屋に居て、          ソファーにもたれかかって厳粛なミサのように 

自作の詩を鼻にかかった声で読んでいた：」 
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 次頁の楽譜、54 小節目からは女詩人が朗読する場面なので、前述のように情感たっぷり

に歌い上げる。旋律は女性の柔らかい丸みのある体のラインをなぞるように艶やかに、ピア

ノは、右手がキラキラと宝石が輝くように女詩人の育ちの良さ、教養の高さを表し、左手は

刺激的な性の香りがたちこめるのを描写する。この旋律は 6 小節間の音型が 2 度繰り返さ

れ、年頃の青年にとってはめまいがするような「女性」性の雰囲気を聴衆に示している。 

 

この女詩人の旋律を歌唱する際に、音声としての工夫が映える箇所は以下である。 

・56 小節目の１拍目のタイ、сумей[sumjeɪ]の[ ɪ ]を柔らかく歌うと、微妙なたるみが生じ

て艶やかに聴こえる。(次頁譜⑤) 

・57 小節に入る時と、58 小節目に入る時の 2 回の下降音型は、スカートの裾が風になびく

ように、母音の美しい移行を大切にすることで女詩人の緩やかなたおやかさが表現できる。

(次頁譜⑥) 

・92 小節目 мою сонную страсть[mʌju sonnuju strast']「私の眠る情熱を」は、下降音型

に挟まれた摩擦子音[ s ]を響かせ、その前後を母音で隙間なく埋めることで、甘い官能の世

界が表現できる。[-ju son-][-ju stra-] (次頁譜⑦) 

・しばしば現れる ть[t']の発音によって、大人の女性の艶めきを表現することが出来る。少

女のような軽い発音でなく、深くて厚めの、しかし輝きを持った、成熟した女性にふさわし

い ть を目指す。 

 

 

次頁譜⑧からの、66 小節目 rit.付きで揺れながら上昇するメロディーは、К пене бёдер 

за алой подвязкой「真紅のガーターベルトごしに太もものチュールへ(口づけして)」と挑

発するような性格を持っているので、スカートを幾分たくしあげて白い足を見せつけるか

ような rit.と、最後の語尾に-кой[kəɪ]と、切り上げる、もしくは巻き取るような音声と音程

が来ることで、この女性のチャーミングな魅力を表現する。 

また、この文の後半、次頁譜⑨の 68 小節 за алой подвязкой[zə aləɪ pʌdvjazkəɪ]は全て

「ア」の母音が続いているので、歌手はこの箇所が明るく、響きが滑らかに繋がるように注

意する。 

ア母音が繋がる rit 旋律 (次譜⑨ )とは反対に、その後の Ты не бойся устами 

припасть![Tϊ nje boisə ustamɪ pripast’]「接吻するを恐るなかれ！」は、母音の移り変わり



第三章 ４．〈思い違い〉 

84 

 

が激しく、テンポも速くなるので、女詩人は自作の詩に陶酔して、すっかり大胆になってい

る印象を与える。 

 

[第４曲、53~73 小節] 

⑤柔らかく 

 

й  

⑥スカートがなびくように、女性の丸み 

⑦ 

ть 

ть 

 

 

-кой  

⑨ 

「おお、燃えさかる愛撫でゆり起こせよ」 

「わが夢見心地の情熱を」              ⑦隙間を埋める 

 

⑧ 「真紅なガーターベルトごしに太もものチュールへ」 

 

「接吻するのを恐れるなかれ！」   

 

ю со    ю стра 

⑨3 小節間アの母音が

続く。 

△2 つの間に子音がな

いので、注意する。 

ть 
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次頁 79 小節目の休符から女詩人は一番の盛り上がりを見せる。このフレーズはとりわけ

魅惑的に美しく歌う。О, сплетём же истомности тел!「ああ、肉体の惰気を絡ませ合わん！」

ここのピアノの八分音符の刻みを見てみると、右手で生き生きとしていた旋律が左手の 3和

音の連続によって段々と沈み込み、左手が旋律を弾くまでに落ちていくところに、女詩人の

妄想が惰気と絡みあいながら快楽に落ちていく様が描写されている。歌い手は二段 3 小節

目の тел!「肉体」の前に、大げさなブレスを取り入れることで官能的な呼気を表現する。

(次頁譜⑩) 

その後の間奏では、艶ある展開を感じさせると同時に、accel と cresc.がかかり、聴衆の

目線は、部屋にいる青年の側の現実に突き落とされる。 
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「おお、肉体の惰気を絡ませ合わん！」 

ピアノは左手を先導に音域が沈み込んでいき、8 分音符の刻みが下段で交換される。 

⑩  「肉体」 

「これに続いた句を聞いて 巻き毛のブルネットは赤面した」 

 

 

更に刺激的な女の言葉が並ぶ                くらくらする青年 
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[第４曲、78~102 小節] 
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[第４曲、108~112 小節] 

 

Покраснел, но оправился быстро[Pəkrʌsnjɛl, no ʌpravəlsə bϊstrə]「青年は赤面したがす

ぐに我に返り」の 3 連符は、拍の頭に力点が来るので、ピアノの 8 分音符と重なって青年

の、迷いながらも興奮が抑えられなくなる様子を表している。これら 3 連符は全て同じ音

価だが、109 小節目の頭は語尾 л[ l ]に時間がかかるために母音が短くなること、2 拍目頭

は長母音のように伸ばす音である事に留意し、この音声的な違いを意識することで旋律に

リズムを生み出す。(譜⑪) 

慣用句 была не была![bəlɑ nje bəlɑ]「よし、やるしかない！」は ы[ ϊ ]の正しい音声と

л[ l ]の丸みが必要で、日本語にはない言葉さばきの感覚をよく訓練しなければならない。

(譜⑫) 

 

 

次頁 130 小節目は“Простите...- вскочил он, - вы сами...”「失礼…－彼は跳ね上がった

－貴女がご自分で(誘ってきたじゃないですか、なのに)…」という部分には、女詩人に抱き

ついてみたが予想外に激しく拒否され怖気付いた青年と、その様子を淡々と語る語り手の

台詞に 1 オクターブの差をつけて、上の音域に動揺した青年を、下の音域に語り手を割り

当てることで、青年の不安な心情を強調している。この音程を生かすために、青年の言葉は

大げさな程頼りなげに歌うのが良いだろう。譜の espressovo 表記も、素晴らしく歌いこむ

為の表記と捉えるよりも、青年の表情を十分に表現するためのものだと考えられる。筆者は

この箇所の、兎のようにひるんだ青年を表現するために、вы сами...[vϊ samɪ]の вы を早め

に切り上げて間を作ることで青年の自信のなさを表したい。(次頁譜⑬) 

⑪ eл    пра      бы       慣用句 была не бы      ла 
短く跳ねる  テヌート 

⑫ 
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 134 小節目(上譜 5 小節目)Но в глазах её холод и честь :「だが彼女の目には冷淡さと貞

操の誇り」は、ほぼ Mi♭の音が続くなかで、в[ f ]や х[kh]、ч[ch]、сть[st']、д[ t ]の子音を

立てる事で、この小兎青年が直面している状況の厳しさを表現する。(譜⑭) 

「失礼」   ―彼は跳ね上がった― 「あなたが自分で…」  ―でも彼女の眼には 

 

⑭  з↓х        ↓д   ↓ч  ↓cть 

B гл 

⑮↓c 鋭く リズムもきつく 

⑮↓ к 鋭く ↓к 

⑮↓зть[zt’]語尾で気の強さを表す   ⑯ マーヴラのテーマ    ―そこに恐ろしいマーヴラが… 

冷淡さと貞操の誇り         「あなたはよくも礼儀正しい淑女に 

乱暴に抱きついてくれたわね？！」 

  

 

 

espressivo             ⑬      

вы  сами... 
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[第４曲、130~150 小節] 
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 138 小節“Вы смели к порядочной даме,Как дворник,с объятьями лезть?!”「よくも抱

きついてくれたわね!?」という場面は、気が動転して我を失ったように捲し立てる女詩人の

気質を表現したい。そのために、歌手は子音を鋭く、符点のリズムもきつく正確に歌唱する。

(前頁譜⑮)しかし、初演者ヴィシネフスカヤはこの箇所を美しく優雅にうっとりと柔らかく、

しかし子音は硬めに歌唱することで、「気位の高そうな、しかしこちらに恐怖を抱かせるよ

うな変人さを持った女性像」を表現しており、歌い手にとって相当に難易度の高い技術を披

露している。 

 

 147 小節のピアノの音型は、家政婦マーヴラが扉の奥から強烈なインパクトをもって登場

した事を表している。(前頁譜⑯)ピアニストのタチアーナによると、ここでいかにも腕っぷ

しの強そうな太っちょマーヴラが、亀のようなテンポでのっそりと体を揺らしながら現れ

る事で、彼女を見た小兎青年は目を丸くしながら「あ、ここに居たら殺される…」と瞬時に

悟り、ここから「隙を見て逃げ出さなければ」と手に汗を握るような、唾を飲む音さえ聞こ

えるほどの緊迫した展開に向かっていくのだと言う。 

 

「マーヴラに殺されるかもしれない…」恐怖で固まってしまった青年は、家政婦に背を向

けることが出来ないほど硬直したまま、後ろ手に自分の杖をさぐろうとする。ピアノは兎の

小さな心臓のように震えながら脈打ち、歌は張り詰めた空気を壊さないように、子音を抑え、

母音は伸びやかに歌うことを控えることで、怯えて固まった様子を表す。(譜⑰) 

 

[第４曲、158~163 小節] 

  

 

マーヴラのテーマをのっそりと奏する事で      

この指定のテンポにつながる ↓        緊迫した中で全員がお互いを見合って動かない中 

                  青年だけが必死で杖を探している。 

 

 

 ⑰凍り付くスタッカート p 
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最後の 183 小節、語り手による「彼は女詩人の新しい詩を分かっていなかったのだ」と

いう場面では、173 小節からずっと[ i ]や[ je ]の音声が多かったのが一転して[ o ]や[ ɛ ]の母

音が多くなるので、明るい音声を用いて語り手が種明かしするのを楽しむように歌唱する。 

 

 

「彼は分かっていなかったのだ」と繰りかえす最後の演奏法は、聴衆と笑みを分かち合う

言い方や呆れたような物言いが出来るが、筆者は最後 7 小節の着地点は「家の外に飛び出

したが何が起こったのか理解しきれていない青年」に設定して、曲の冒頭と繋がるような歌

唱をすることで、歌曲集のピースとしての完成度を高めるだけではなく、この詩の、作品と

しての世界観も表現したい。 

 

[第４曲、196~207 小節] 

   o  jə[ア]  o    o  ə[ア]  o   ɛ    
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[第４曲、183~187 小節] 
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５〈クロイツェルソナタ〉 

Крейцерова соната 

Квартирант сидит на чемодане 

И задумчиво рассматривает пол: 

Те же стулья, и кровать, и стол, 

И такая же обивка на диване, 

И такой же "бигус" на обед,- 

Но на всём какой-то новый свет... Ух! 

 

Блещут икры полной прачки Фёклы. 

Перегнулся сильный стан во двор. 

Как нестройный, шаловливый хор, 

Верещат намыленные стёкла, 

И заплаты голубых небес 

Обещают тысячи чудес. 

 

Квартирант сидит на чемодане. 

 Груды книжек покрывают пол. 

 Злые стёкла свищут: эй, осёл! 

 Квартирант копается в кармане, 

 Вынимает стертый четвертак, 

 Ключ, сургуч, копейку и пятак... 

 

 За окном стена в сырых узорах, 

Сотни ржавых труб вонзились в высоту, 

 А в Крыму миндаль уже в цвету... 

 Вешний ветер закрутился в шторах 

 И не может выбраться никак. 

 Квартирант пропьёт свой четвертак! 

 

クロイツェル・ソナタ 

下宿人はトランクに座っている 

そして物憂げに床を見つめる 

同じ椅子、同じベッドに同じ机 

カウチソファーの表張りも 

昼食のシチューも元のまま    だが 

それら全てに何か新しい光が差している…ああ！ 

 

太っちょの洗濯女フョークラのふくらはぎが輝き 

頑丈な身体が中庭に折れ曲がる 

調子はずれのふざけた合唱のように 

石鹸で擦られた窓ガラスが奇声をあげている 

そして青い空のつぎあて布を見ると 

この後の何千もの奇跡を予感させる 

 

下宿人はトランクに座っている 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

原詩のみ。作曲家本人によるカット。 

  (大意) 

本に囲まれた部屋で、 

ガラスが煩わしく音をたてている 

男のポケットには鍵と封蝋とわずかの金、 

その金は酒に費やしてしまうのだろう！ 

ブラインドに春の風が絡みついて 

なんとしても抜け出せないのだ 

クリミアにはすでにアーモンドの花が咲く 

下宿人はなけなしの金をすっかり飲んでし 

まう！空が暑がるほどに、飲み尽くしてし

まうのだ 
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 Так пропьёт, что небу станет жарко. 

Стёкла вымыты. Опять тоска и тишь. 

Фёкла, Фёкла, что же ты молчишь? 

Будь хоть ты решительной и яркой: 

Подойди, возьми его за чуб 

И ожги огнём весенних губ...Ух! 

 

Квартирант и Фёкла на диване. 

О, какой торжественный момент! 

"Ты - народ, а я - интеллигент,- 

Говорит он ей среди лобзаний,- 

Наконец-то, здесь, сейчас, вдвоём, 

Я тебя, а ты меня - поймём!" 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

窓ガラスは拭きあがり、再びもとの憂鬱と静寂 

フョークラ、フョークラ、なぜお前は黙っている？ 

せめてお前ははきはきと明るくいておくれ： 

近付いて彼の前髪を掴み、 

春の唇の炎で火傷させておやり…ああ！ 

 

下宿人とフョークラはソファーの上 

おお、なんと厳粛な瞬間！ 

｢君は庶民で、僕はインテリ― 

キスとキスの合間に彼女に言っている― 

ようやくここで、いま二人 

ぼくは君と、君はぼくと分かりあえるんだね！｣ 

mi-minor、3/4 拍子、Adagio ♩＝63 

6 行 4 連(原詩は 6 行 6 連)、ABBACC の交差脚韻と隣接脚韻の複合脚韻 

1 連 6 行「～новый свет...yx!｣は原詩では「новый свет.」 

3 連 6 行｢Ух!｣は原詩になし ／ 4 連 6 行「поймём!」→原詩｢поймём…｣ 

 

この曲を演奏する際にまず注意すべきは前奏のテンポにある。同じく 3/4 拍子の 4 曲目

が 1 小節＝63 で終わるのに対し、5 曲目は 1 拍に対して 63 で数えるように書かれている。

これは前の曲と比較して相当遅く感じるが、ベートーヴェンのヴァイオリンソナタに合わ

せた速度表示なので、堂々とした遅さで、均整のとれたベートーヴェン風のタッチで弾くの

が望ましい。その後、時空が歪むような音の経過を辿りながらチャイコフスキーの旋律が

4/4 拍子で奏され、レンスキーの抒情的で感傷的な姿が浮かび上がってくる。この間奏の時

間はショスタコーヴィチ自身の演奏で約 40 秒にも及び49、段々と舞台は座り込んだ下宿人

とてきぱき働くフョークラの物語に繋がっていく。 

                                                   

49Шостакович, Дмитрий Дмитриевич. Сатиры-картинки прошлого. (Film) 

Галина Вишневская. музыкальных програми,1944. 

https://www.youtube.com/watch?v=auChkyNoJv0. Last accessed August 15, 2016 
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 30 小節からの第一連の歌唱はいつもと変わらぬ男の日常を、気だるく退屈な様相で歌う。

床の目を数える程に退屈な男の目に映る世界はまるで色味がなく、歌手はこの旋律の頂点

Mi をテヌートすることで、このつまらない状況を表現する。 

  [第５曲、30~34 小節] 

次頁の譜①49 小節目の на обед,-[na ʌbjed]はア母音が続くので、後ろのアをより高い位置

で言い直す。 

次頁の譜②55 小節目の Ух![ukh!]「ああ！」音程が高くフレーズも長いために憂鬱なため息

の雰囲気が出しにくく、歌唱の場合は х[kh]の子音を、柔らかい息を長めに流すことでそれ

を補う。初演者ヴィシネフスカヤはこれを И-их![I-ikh]「(おやまあ、何てこと！)」と歌詞

を変えて歌唱している。 

 

次頁の楽譜、58 小節に再び現れるレンスキーのモティーフから 62 小節には健康的な庶

民の掃除婦の場面に切り替わる。重苦しい 4 小節を経て突然響く掃除婦フョークラの場面

は、明るく、雲一つない初夏の太陽のように切れのいいスタッカートで歌い始める。 

 

次々頁 68 小節目、譜③の стан во двор[stan vʌ dvor]は掃除をするフョークラの軽快さを

表現したい箇所だが、子音 дв[dv]の用意に手間取って母音オに入るのが著しく遅れたり、

喉声になりがちである。これを避けるために、先ずその前の во を少し短めに切ることで次

の子音を言いやすくし、д を Mi の音で歌えるように訓練する。д[ d ]は[ t ]のようにならな

いように注意する。 

 

「下宿人はトランクに座っている」   テヌート 

 

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 
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①アが重なる  「だがそれら全てに何か新しい光が差している…ああ！」 

 

 

「…」の表現のため

に、次の段の音の入

りとの間を少しだけ

無音にしても良い。 

 

② 

 

② 

 
на  об 

「昼食のシチューも元のまま」     

[第５曲、44~87 小節] 

 

 

レンスキーのテーマ 

「太っちょの洗濯女フョークラのふくらはぎが輝き」 

① 
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この場面は 4 小節毎に同じ音型が 6 回繰り返されることで庶民フョークラの裏表のない

単純さと明快な陽気さを強調しているが、4 小節毎に現れるこの音型は音声の特徴によって

各々違う詩のリズムを持ち、それを生かして歌唱することで「単純さ」と紙一重の「平板な

退屈さ」を回避する事が出来る。次に、6 回繰り返される音型をそれぞれ解析する。 

 

③ 

④ 

⑤ 

74 小節 
72 小節 

⑥ 
87 小節 

68 小節  ③во  дв 

Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 

 「頑丈な身体が中庭に折れ曲がる」             「調子はずれのふざけた合唱のように」 

「石鹸で擦られた窓ガラスが奇声をあげている」 

「そして青い空のつぎあて布を見ると」 

「この後の何千もの奇跡を予感させる」       「下宿人よ！」 
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①Блещут икры полной прачки Фёклы.   ②Перегнулся сильный стан во двор. 

[Bljɛshhut ikrə  polnəɪ  prachkɪ  Fjoklə]    [Pɪrjɛgnulsə   sil'nəɪ    stan vʌ dvor] 

拍⑴    ⑵  ⑶       ⑷          ⑴  ⑵  ⑶        ⑷ 

「太っちょの洗濯女フョークラのふくらはぎが輝き  頑丈な身体が中庭に折れ曲がる」 

①は高い音と力点とがすんなりと入って 4 拍全てが裏拍までかっちりとリズムを守って

いるので、完璧でくっきりとした音型を提示できる小節である。 

具体的には、⑴拍目の語尾が т で切れてそのあとに母音 и が来ることで⑵拍目が⑴に埋

もれることなく同等に響くことが出来、また、子音が⑴、⑵、⑶、⑷それぞれの裏拍に上手

く入り込むことで明瞭な音型を印象付けている。 

②は鼻音 н[ n ]が多く、⑵拍目の頭と⑶拍目の裏拍が遅れがちになるので注意が必要であ

る。①に比べると拍感の明瞭さが薄れるが、鼻音によって音声的な立体感を増すことで、

「ぐにゃりと折れ曲がる身体」を表現することが可能になるだろう。 

 

 

 

 

 

 

③Как нестройный, шаловливый хор,     ④Верещат намыленные стёкла, 

[Kak nɪstroɪnəɪ,   shəlʌvlivəɪ     khor,]    [Vjɪreshhat nʌmϊljennəə  stjoklə] 

⑴   ⑵    ⑶      ⑷    ⑴  ⑵    ⑶     ⑷   

「調子はずれのふざけた合唱のように  石鹸で擦られた窓ガラスが奇声をあげている」 

③は①と類似して拍頭に強い響きを持った子音が来ていることで、竹を割ったように 

明快にリズムを刻む事が出来る。⑶拍目の頭子音 ш は前取りせず、短くさっぱりとし 

た子音を目指す。 

④は⑶裏拍が енные[jennəə]と、狭い「イ」や「エ」のような母音が連続することで、

⑷拍目に来るオとアの明るさを引き立てている。 
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⑤И заплаты голубых небес               ⑥Обещают тысячи чудес. 

[I zʌplatə  gəlubϊkh njebjɛs]               [əbjɛshhajut tϊsjəchɪ  chudjɛs] 

 ⑴  ⑵  ⑶     ⑷                 ⑴   ⑵  ⑶    ⑷ 

「そして青い空のつぎあて布を見ると  この後の何千もの奇跡を予感させる」 

 ⑤は⑵の頭子音 пл の発音に時間がかかるので少しだけ母音が拍頭から遅れる。⑶の裏

拍からの бых не-は⑶と⑷の間に母音 ы[ ϊ ]と呼気 х[kh]と鼻音 н[ n ]が詰まっており、慣

れるまで繰り返し練習が必要である。澄んだ青空に対して、すっきりと爽快な処理が求めら

れる。 

 ⑥唯一スタッカートがかかっていない音型である。しかし accel.の頂点にあり更に日本人

が混乱しやすい ч[ch]、т[ t ]、д[ d ]の発音が全て入っており、大変難易度の高い行である。

⑵の語尾をぎりぎりまで伸ばしていると次の⑶頭 т が困難になるので、⑵の語尾は素早く

切り上げて次の⑶т が楽に正しい位置に導かれるように調整すると良い。 

 

この同じ音型を持った 6 行に備わるそれぞれの特徴を更に浮彫りにする為に次の表を挿

入する。これは 1 行ごとに歌詞を拍数(表拍と裏拍)に細かく分けたものである。 
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 ⑴表 裏 ⑵表 裏 ⑶表 裏 ⑷表 裏 

① Бле- -щут ик- -ры  пол--ной  пра--чки  Фё--клы 

② Пе-  -ре-   -гнул-   -ся  силь-ный  стан   во двор. 休 

③ Как не-   -строй-  -ный,  ша -ло-  -вли-вый  хор, 休 

④ Ве-  -ре-    -щат  на-  -мылен-  -ные  стё- -кла, 

⑤  И за-  -пла-   -ты го- -лу-  -бых  не--бес 休 

⑥ О-   -бе-    -ща-    -ют ты- -ся-  -чи  чу--дес. 休 

上の表からはこれらの事が改めて視覚化出来る。 

・語末は①と④、 ②と③、 ⑤と⑥が韻を踏んでいる。 

・①は⑴拍目から⑷拍目まで、拍頭に美しく単語が割り振られている。 

・①以外は、⑴から⑵へ単語がまたいでおり、⑵の頭に付いた子音の、摩擦や破裂などの

違いや、その処理にかかる時間、母音の開きなどのわずかな差によって⑵に入った時の

解放感が異なる。開放感、爽快感が高い順に①› ③› ④= ⑥› ⑤› ②となる。 

・③は、⑴拍目表に切れ目があり、語尾の к を響かせることでスタッカートがより強く

効果を発揮する。④の⑵拍目における表と裏の間も同様のことが言える。 

・④は唯一⑵から⑶への間を繋げており、⑶へ向かおうとする力が他のどの行よりも強 

い。スタッカートであるけれども、⑶へ向かって м で休符を埋めるという工夫によっ 

て、この音型を特徴付けられる。 

・③と⑤の網掛けは、特殊な力点の配置によって音型に影響を与えている箇所である。

この二箇所のみ、重要な⑶拍目表への力点配置を敢えて外してその裏拍に置くことで、

微妙なニュアンスの変化が生まれている。これを歌唱に繋げるのは大変難しいが、⑷表

を駆け足で多少のクレッシェンドすることで補えるのではないだろうか。 

 

 

 この箇所の音声的な考察は以上だが、改めて楽譜(94、95 頁)を見ると、pp から ff へ、テ

ンポも 1 小節 63 から 120 へと、ほぼ倍の音量とテンポの増幅が求められている。これはピ

アニスト、タチアーナによると「はじめは 1 小節に２つとるリズムから、段々と(74 小節目

ごろ)１小節に１つ回転するリズムに切り替える」「72 小節の最後あたりからギアがひとつ
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入り、78 小節を過ぎたあたりに 2 つ目のギアを入れると自然に聞こえる」との事だった。

この箇所は初演者ヴィシネフスカヤが得意としたような、accel.を大げさにかけていき、回

転が止まらなくなった所で 87 小節の高音 Rya を余裕で歌いこなす、というある種曲芸的

な華やかさが求められている。 

 

 

次頁 108 小節 Фёкла, Фёкла, что же ты молчишь?「フョークラ、フョークラ、なぜお

前は黙っている？」は語り手がフョークラを焚き付けるように挑発する場面なので、

Фёкла[Fjoklə]の[Fjo]や、что[shto]等、頻発する摩擦子音を遠くへ野次を飛ばすような音声

で畳みかけると良い。特に語尾は早めに切り上げることで、陽気なロシア人のニュアンスが

実現する。(次頁譜④)  

113 小節 Будь хоть ты решительной и яркой:「せめてお前ははきはきと明るくいてお

くれ：」は、始めの破裂子音 Будь хоть ты[Bud' khot' tϊ]を 3 回しっかりと発音すること

と、решительной[pjɪshitjəl’nəɪ]「はっきりと」の ш[sh]を少しだけ促音風に処理することで

「快活」という語感を表現できる。(次頁譜⑤)また、この単語はイやエの母音で流れるので、

そのあとの яркой[jalkəɪ]「きらきらと明るい」のア母音がしっかりと開くことで、反動的に

溌溂とした輝く若さを表すことが出来る。(次頁譜⑥) 

 

122 小節 Подойди, возьми его за чуб「近付いて彼の前髪を掴んでおやり」はその前と

同じ音型だが、こちらはフョークラの女性的な面を感じさせるように、深いたっぷりとした

休符をとる。(次頁譜⑦)「近付いて男の前髪を掴む」という積極性を歌唱でも際立たせる事

で、フョークラの決して上品とは言えない庶民性と、女と男の立場が逆転した事をここで印

象付けておく必要がある。歌唱技術としては、フョークラの庶民的で強気な性格と色気が求

められる。Подойди の母音をよく繋げることで艶やかさを表現し、Si の音からは下町の娘

のように、テンポを前向きに明るい強気な母音で歌う。(次頁譜⑧) 

его「彼」は、2 つの音節に同じ音価が与えられているが、この単語には 2 つ目の母音を

伸ばすという絶対的なリズムがあり、旋律の中でも So の音を長くして歌唱するのが望まし

い。(次頁譜⑨) 
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[第５曲、108~127 小節] 

 

121 小節 И ожги огнём весенних губ...Ух!「春の唇の炎で火傷させておやり…ああ！」

では、ピアノがパチパチと燃える様子を弾いており、やがて炎が大きくなって二人が急接近

する様子を 127 小節の f 記号に託している。(上譜⑩) 

初演者ヴィシネフスカヤは весенних губ[vjɪsjennɪkh gup]「春の唇で」の х と б の子音

④摩擦子音で挑発する  

  ↓Ф    ↓Ф    ↓ч[sh]↓ж             ↓ч  ш 

破裂 3 回を際立たせることではきはきとした表現                ⑦艶やかなブレス 

⑤       ↓дь↓ть ↓ты    ↓ш(促音的に)             ↓よく母音を繋げて 

⑧ 積極的に、強気な姿勢を表す。 

    ⑨「彼」↓So をテヌート 

⑪х     б 

⑥ 

炎の描写 

⑩f 二人は急接近 
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を吐き捨てるように発音することで、語り手による下世話な野次馬の雰囲気を強めている。

(前頁譜⑪) 

その時の彼女が処理した х の発音は筆者にとって強烈な印象を残すものだった。ヴィシ

ネフスカヤは 124 小節 них[nɪkh]を、4 分音符分の音価のうち、半分の 8 分音符分という長

い時間を х の処理に割り当てており、その前のイの口のまま硬口蓋に狭く息を強くあてな

がら、х の後ろに母音がついているかのような音声を出していた。カナで書くと「フ」や「ヒ」

のようだとしか言いようがないが、しっかりと聴こえるその母音らしき音は、ただの喉音

[kh]よりも響き、且つ声帯に負担をかけないという理由で歌手としては大変興味深く、フレ

ーズを繋げたい時や、文の構造としてその単語が次にかかる時などに有効な処理の仕方だ

と感じた。 

  

 

  [第５曲、128~140 小節] 

 

 

上の譜には全休符やフェルマータが連続して出現する。これらはどのような感情を持っ

て扱えば良いのだろうか。その意図を探るべく、ショスタコーヴィチとヴィシネフスカヤに

⑴  ⑵  ⑵ 

⑶  ⑷  ⑷ 

「近付いて彼の前髪を掴み、                 「下宿人とフョークラはソファーの上」 

春の唇の炎で火傷させておやり…ああ！」 

「おお、なんと厳粛な瞬間！」 
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よるミュージックビデオ50を分析する。この歌曲集は彼女の幅広い声域、ドラマチックな表

現力、型破りな個性を想定して作られており、作曲家が絶大な信頼を寄せたヴィシネフスカ

ヤの演奏法を解析する事は、記譜には表れない、繊細なニュアンスを知る手がかりとなるだ

ろう。これら休符とフェルマータを⑴から⑷に割り振り、ヴィシネフスカヤのテンポ感と演

技を以下に分析する。 

 

＜初演者ヴィシネフスカヤの演奏法＞前頁の譜⑴～⑷参照 

⑴130 小節の全休符  

譜面上は(1 拍＝189)を 3 拍分のところ、ヴィシネフスカヤは記譜よりやや長い、5 拍分

を休符に使っている。これは、その前の歌詞、「近付いて彼の前髪を掴み、春の唇の炎で火傷させ

ておやり…ああ！」の余韻を残す形で、男女の長く熱い抱擁が現在進行形で続いている事を表

現している。 

⑵Mi のフェルマータ  

譜面上は(1 音＝126＋fermata)、ヴィシネフスカヤは 1 音＝circa.63。語り手が二人を覗

き込み、二人の展開に目が離せなくなっている様子を表現している。 

⑶136 小節の全休符 

譜面上は(全休符＝50)、ヴィシネフスカヤは譜面通り休み、聴衆(カメラ)の方を向いて男

女の成り行きを聴き手と共有するそぶりをとっている。 

⑷二回目の Mi フェルマータ  

譜面上は(1 音＝100＋fermata)のところを、ヴィシネフスカヤは 1 音＝circa.66。ここで

は、インテリ男と庶民女が情事においては立場を逆転させたことに語り手が満足している

様子が見て取れる。この逆転が「風刺、皮肉」に繋がっている。 

   ヴィシネフスカヤは、それまで物語の進行役として影の立場にいた「語り手」を、

この 130 小節からは明確に男と女の情事を見つめる「一市民としての第三者」というキャ

                                                   

50 1966 年 5 月のショスタコーヴィチとヴィシネフスカヤによる、≪風刺(過去の情景)≫の

最後の音源に、1991 年に映像を加えたもの。ヴィシネフスカヤの一人芝居の形をとってい

る。Шостакович Дмитрий Дмитриевич. Сатиры-картинки прошлого. (Video) 

Галина Вишневская. музыкальныe программы,1994. 

https://www.youtube.com/watch?v=auChkyNoJv0. Last accessed August 15, 2016 
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ラクターに昇格させ、聴衆と同じ目線でもってこのユーモアに満ちた棘のある逆転劇を楽

しむことに徹している。また、この全休符やフェルマータは上記の場面を表現する為に存在

し、特に⑴の全休符への扱いから見るに、場面の表現に必要であるならば、譜面と音価が多

少異なっても良いと考えていた事が分かる。よって、これらは野次馬的な「第三者」の感情

によって、聴衆に直に語りかけるように歌唱するのが自然であると筆者は考える。 

 

この「第三者」が聴衆に投げかけるのは、「一見交わることのない、立場の違う者たちが

相容れること」、つまり、「どんなに偉ぶってその権力を振りかざしても、裸一貫になったら

同等であること」の面白さである。それは、「男と女」、「インテリと庶民」という詩中の対

比を通して、初演当時においては「国家の体制と市民」、ショスタコーヴィチにとっての「検

閲と芸術家」の関係を暗に皮肉るものであった。 

 

 

  

 

 

歌曲集のエンディングへ向けては段々と踊りのように高揚していき、この歌曲集内で最

高潮の盛り上がりを見せる。(楽譜 104 頁。)イリーナ・ロミシェフスカヤ女史によると、「こ

こまで全 5 曲をずっと歌ってきた総まとめとして、自分に体力も気力もまだ余力がある事

をここで証明するのだ」という。まるで、フィギアスケートの試合で演技の終盤に大技を決

めると得点が高い、とか、神輿を最後まで力強く担いだ男は英雄扱いされるといった類の、

「力強さ」や「根性」の披露が求められている事に正直なところ驚いたが、筆者にはその感

覚もロシアらしいというか、ショスタコーヴィチとヴィシネフスカヤらしいのではないか

と思うのである。 

 

 ここで奏でられるお祭りのようなリズムはチャストゥーシカ(Частушки)と呼ばれるロ

シア民謡のジャンルを基礎にしているという51。チャストゥーシカとは主にアコーディオン

等を伴奏に、手足でリズムを取りながらしばしば複数人で短い旋律を延々と歌いまわしな

                                                   

51 この見解はイリーナ・ロミシェフスカヤ女史による。 
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がら即興詩を紡いでいくもので、町の広場やバスターミナル、ゲリラ的に電車の中などで気

軽に演奏されるものである。しばしば複数人で応戦する様に歌われることでギャラリーを

湧かせる事もあり、言わばロシア人の体に染みついた、陽気にならずにはいられないリズム

だと言える。チャストゥーシカはしばしば題材に現実を批判する風刺的な内容が含まれ、

人々にとって、どんな棘のある台詞も、ユーモアを持ったチャストゥーシカの中で歌われる

分には無かったことになる、お咎めなしに済むという認識のようだ。 

この事から、このリズムを歌曲集の最後に置くことで、「この歌曲集に含まれていた毒は、

これにて無罪放免」といったニュアンスを含ませ、お祭りのように最後の盛り上がりを見せ

るのである。 

 

 [チャストーシカの一例52。(繰り返す音型のみ)] 

 2、4、6 小節にアクセントがくる。 

 

歌唱はチャストゥーシカの二拍のビートを刻みながらも、記譜通りのアクセントを加え

て演奏する。 

具体的には、Я тебя, а ты меня [Ja tjɪbja, a tϊ mjɪnja]「僕は君を、君は僕を」のうち、

中心の斜字になっているアクセント a を開口の母音とし、それ以外を少し閉口気味に狭め

                                                   

52 Частушки. http://cs320319.vk.me/v320319251/228a/2gymJ5oX1e0.jpg. Last accessed 

August 15, 2016 
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ることでコントラストを強調すると良い。聴衆を巻き込みながら、クライマックスに向けて

気迫に満ちた最高潮の盛り上がりを見せる箇所である。軽い音の出る太鼓や机、靴の底など

を打ち鳴らしながら駆け昇っていくような高揚感が必要となる。 

[ショスタコーヴィチ歌曲集《風刺（過去の情景）》第 5 曲 176~196 小節] 

 

チャストゥーシカを基礎にして最後に向かってわずかに速くなる 
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結論  

 

ここまで、《風刺（過去の情景）》を通して、ロシア歌曲の演奏に際し、演奏家が「言葉」

に対してどのようなアプローチが出来るのかを模索してきた。 

本論文の結論として、以下の事を提示する。 

 

・A[ a ]、И[ i ]の母音は音声学では標準母音よりも奥の発音とされているが、歌唱では、ク

ラシック音楽の唱法に則った、他の西洋歌曲と同じ母音の響きを目指す。 

・歌唱の際に У[ u ]が浅くなると、途端に「ロシア語らしさ」が失われる。 

・以下の音声はロシア語特有の響きを持ち、歌唱において尊重されることで、固有の美しさ

を生み出す事に繋がる。  

響きの軌跡を尊重すべき母音、Ы[ ϊ ] 

二重母音ではないが母音の経過を楽しむ拗音、E[je]、Ё[jo]、Ю[ju]、Я[ja] 

旋律を滑らかにする鼻音、H[ n ]、M[ m ] 

丸みがあって硬い Л[ l ]  

湿度の高い擦り音が入る破裂子音 Ч[ch] 

丸くて厚みのある、鈍い摩擦音 Ш[sh]  

 Ш よりも舌が前に出て鋭くなる摩擦音 Щ[shh] 

・詩の構造から母音の繋がりを読み解くことで、単調な旋律が続く際の演奏に深みをもたら

す。詩行の母音をどう繋げるかを吟味し、どのように構成するかを選択する事は、曲や詩

文自体の印象を左右する、重要な作業である。そしてそれらは、楽譜に誠実に向き合った

結果として提示されるべきである。 

・芸術歌曲において、音程、音型、詩のニュアンスを表現するのに、音声面からのアプロー

チが助けになる。しかし、表現が行き過ぎて美しい旋律、美しい発声を疎かにする事があ

ってはならない。正しい発声が基礎にあってこそ、明瞭で舞台に映える、もしくは曲調に

沿った歌唱音声の発音が可能となる。これは逆に、曲に相応しい音声を求めていくことは

正しい発声を導くとも言えるものである。 

・ショスタコーヴィチの歌曲集≪風刺（過去の情景）≫は、社会批判とユーモアを兼ね備え

た、ロシアの国民性に即した作品であり、演奏家は常にロシア人の日常的な感覚や感情を理

解しようと常に求めていかねばならない。 



おわりに 

 

この歌曲集を中心とした論文を書こうと決めた時、普段からジョークや皮肉に疎い筆者

は、まず「風刺」とはどんな感覚や状況の上に成り立つのかを想像する事から始めました。

ロシア人の陽気さ、懐の深さ、物事を追及する姿勢とまっすぐな情熱、ジョークを言う時の

魅力的な表情。それらをモスクワの音楽家たちから直に感じ取れた事で、筆者のロシア歌曲

に対するイメージは大きく変わり、言葉へのアプローチが随分と楽になりました。 

それに加え、旋律の美しさや音楽の情感に対して、音声的な視点から歌曲を見つめ直すと

いう作業は、演奏に立体的な表現の幅をもたらす事、更に、その正しい発音の中で演奏家な

りの工夫を生み出していく事は、舞台での演奏に確信を持たせるものだと感じるようにな

りました。 

  

モスクワ滞在中、ロミシェフスカヤ女史からは、「外国人にとって、この歌曲集に込めら

れた表現を、真の意味で理解し演奏するなんて無謀を極めているわ」といった言葉を何度も

投げかけられました。「なぜこの曲でなければならないの？チャイコフスキーやラフマニノ

フにも素晴らしい歌曲があるじゃない」と。しかし筆者は、「この曲を初めて歌った時、私

の体にはきっとこの作品の毒が入り込んだのです。この刺激を知ってしまった今、私の研究

を形にして残すのはこの曲以外考えられません。」と伝えました。女史は「たいした子ね！」

と大笑いしていましたが、このエピソードから、筆者にとって、この曲を扱い、歌えるよう

になる事がどれだけ困難な道であったか、お分かりいただけるでしょうか。そして現在、論

文という形で研究の結果を纏めましたが、この険しい道はまだ果てしなく先に続いている

のを感じています。この論文という機会によって、まさにようやく、この道の先を照らすラ

ンタンを手に入れ、ロシア歌曲の演奏家への入り口に辿り着いたのだという心地です。 

 

 外国人である筆者にはこの歌曲集を、ロミシェフスカヤ女史の言うような、「真の意味で

理解した」演奏が可能になる日は訪れないかもしれません。しかし筆者は、この作品に向か

い合った日々を通して、「日本人がロシア歌曲にどう取り組めばいいのか。」その姿勢を見い

出せたと感じています。このかけがえのない経験を胸に、更にロシア歌曲への研究を深めて

いこうと思います。 

 



 最後に、ここまで共に悩み、導いてくださった永井和子先生、ピアニストの森裕子先生、

ノーヴァヤ・オペラ専属歌手のイリーナ・ロミシェフスカヤ女史、専属ピアニストのタチヤ

ーナ・ソトニコヴァ女史、これまでご指導頂きました、勝部太先生、佐々木典子先生、論文

をご指導いただいた福中冬子先生、サブリナ・エレオノーラ先生、そして木村敦夫先生、モ

スクワとの縁を繋いで下さった鈴木功様方諸氏に、心からの敬意と感謝を記して結びとし

たいと思います。 
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